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I ■ ビジヨンの具体案について
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I-1 作業の進捗のおさらい



■審議の経緯
○平成26年 2月 20日 第 1回審議会 日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた将来ビジョン(施設整備及び運営)について諮問
○平成 26年 7月 14日 第 2回審議会

O平成 26年 8月 26日 第 3回審議会 (中間報告)(他に魅力創出部会及び緑整備部会を各2回開催〉

今後の予定

OH27年 1月 審議会答申 将来ビジョン(案 )

OH27年 2月 パブリックコメント
OH27年 3月 将来ビジョン策定
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【これまでの目標】自立した森「都市化に対抗しても生き生きとしている森、多様な動植物と共存している森を育成」

【課 題】「樹種の少ない過密した森、林床が暗く、昆虫や鳥など生き物の種類が少ない、若い木が育つていない」

【老朽化対応】博覧会当時のインフラや施設を改修して活用、老朽化に対処するため、大規模な補修・改修が必要。

【大規模災害時の活用】広域防災拠点、後方支援活動拠点、広域避難地に指定、災害時に適切に活用。

【利 用 日 】 平日の稼働率が低い。 【利用圏域】 利用者の大半は万博近郊居住者。外国人観光客は少ない。

【来国の目的】「イベント等の見学・参加」が増加。「花の観賞」「樹木の観賞」を目的とする利用者も多い。

【ボランティア】国内で植物管理や生物調査をNPOが実施。庭園ガイドや自然観察などのボランティア団体が活動。

【収支状況】新たな財政負担のない形で運営する。一層の魅力向上に向け、収入の確保に努める必要。

【管理手法】公園事務所を設置し直営で運営。(施設毎に管理委託、土地貸付により民間企業等が設置した施設も存在)

○利用状況

O施設の状況 ○公園運営

■万博記念公園の現状と課題

○森の育成

O地球環境の保全、循環型社会の構築(生物多様性、地球温暖化、資源循環)
O訪日外国人の増加(来阪外客数の増、府としての観光立国の推進)

O少子高齢化(子どもの健全育成の場、高齢者の生きがい日健康づくりの場)
O共助社会(NPOHボランティア)
Oライフスタイルの多様化(子ども、高齢者、障がい者が文化ロスポーツを楽しむ)

■社 の変化

■これからの万博記念公園 目標像

I

口大阪万博の跡地を「緑に包まれた

文化公園」にするという理念の

下、「人類の進歩と調和」を具現

化するべく、万博機構は森林の

育成、文化の発信に取り組んで

きた。
口「人類の進歩と調和」というテーマ

は普遍的テーマであり、大阪府と

しても、万博記念公園の基本理

念としてあらためて設定する。

基本理念 人類の進歩と調和
①万博公国の骨格となる緑を継承維持
②豊かな森の育成 /③水系の保全と活用
④資源循環型社会の推進

◆地球環境保全口再生に貢献する公園

(生物多様性、地球温暖化防止、資源循環 )
人と自然の調和

◆緑の中で人々が憩い活動し美に感動する公園

(人と自然口芸術の触れ合い)

①太陽の塔の改修、シンボルゾーンの重点整備 /②万博記念公園駅前周辺地区の活用

③日本の文化と美を楽しむ質の高い日本庭国の整備

④来園手段・国内移動手段の充実 /⑤観光客の憩いの場の整備
⑥南側ゾーン活性化事業との連携・活用

◆国内外から多くの人が訪れる公園

(観光集客、都市魅力の創出、万博遺産の継承 )

①交流と活動の基盤となる美しい景観の形成

②人々の関わり1こよる森の育成、多くの人々が楽しむ森作り

③日本の文化と美を楽しむ資の高い日本庭国の整備

④日本の誇る国芸文化の発信 /⑤高品質な芝生広場の育成

世界への文化と美の発信
◆文化と美を体験口創造し発信する公園

(日 本文化、芸術、民族学 )

①シンボルゾーンを太陽の塔を核とした広大な広場として整備

②日本の文化と美の体験の場の整備

③民族学博物館との連携強化および大阪日本民芸館の再整備と高度活用

④イベンHこよる観光集客、万博からのメッセージの発信

◆健康づくりを支援する公園

(スポーツ、レクリエーション)

①万博記念公園に相応しいスポーツ施設の再編整備

②公園東口駅前周辺の整備

③広域規模の大会を開催

④文化とスポーツが連携するイベントの実施

◆多様なライフスタイルを実践できる公園

(子育て、生涯学習、ボランティア)

①多様なプログラムの提供

②プログラム提供拠点となる施設の整備 /③ボランティア人材の養成

④学校行事での利用促進人々の交流と創造

①来園手段・国内移動手段の充実 /②トイレ・休憩所の整備
③ユニバーサルデザイン /④大規模災害時の適切な対応

基
本
理
念
と
基
本
方
針
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
公
園
の
在
り
方

◆全ての人が安心して快適に利用できる公園

(高齢者、障がい者、子ども、防災拠点)

【広報】

OITの活用
O大阪万博の遺産を紹介
するガイドツアー

O国内外に向けた広報の
3a化

O国 内施設のネーミング
募集等

【事業者誘致】

O公園の質の維持向上、
魅力づくりと収入の確保

のために外周道路沿い

の土地等を民間参加に

より、さらに活用する。

【運営手法】

O民間活力を取り入れた運
営体制の検討

O利用者サービスの向上
による公園の魅力形成

Oクラウドフアンディング等
による参加型公園づくり

■目標年次 平成 32年 (2020年 )を節日とし、平成 42年 (2030年 )とする。長期的に行うべき森の育成は平成 82年 (2070年)を目標年次とする。

万博記念公園の活性化に向けた将来ビジョンについて (万博記念公園運営審議会中間報告)概要版 【府民文化総務課】 4



将来ビジヨン中間報告を受けて共同企業体提案事項<基本的な考え方>
電通・ DMI。 日本総研企業体提案事項

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です   5

基本理念 : 「人類の進歩と調和」

目標像 : ①「人と自然の調和」

②「世界への文化と美の発信」

③「人々の交流と創造」

70年万博のテーマ「人類の進歩と調和」を基本理念として継承し、ともすれば経済至上主義の波にのみ込まれかねない高度成長期の真つただ中に、自然への畏改の念をもつて自然林再生というカタチで誕生した万博公園。

その理念は21世紀を迎えた今も色あせない、時代を先取りした明示的かつ先駆的な理念です。大阪都心部の数少ない緑地として先人達が残してくれた価値あるこの公園を大阪の魅力づくりの社会資本として長きに渡り守り受け継

いでいけるビジヨン策定を行います。都市の緑化計画 “ガーデンシティー"を海外からの観光客を呼び込むための中心政策として掲げたシンガポールの都市ブランデイングの成功からもみるように「緑 。グリーン」は21世紀の都

市のブランディング (魅力づくり)に欠かせない重要なテーマです。大阪の社会資本としてこの公園が50年先そしてそれから先も自立性と持続可台〕性を維持していくための集客と収益を高める活性化方策を策定します。

先人達が万博公国に込めたメッセージをしつかり踏襲する
狙い :独自性の向上 (普遍的で豊かな文化風土をつくる)

20世紀型大規模設備投資による都市開発モデルからの脱却
狙い :参加性の向上 (企業・団体の投資意欲を高める)

人の叡智と手によつて鮮度を保ち続ける仕組みづくり
狙い :持続性の向上 (支出を押え長きに渡り繁栄していく)

基本方針

①地球環境保全・再生に貢献する公園 ②緑の中で人々が集い活動し美に貢献する公園 ③国内外から多くの人が訪れる公園 ④文化と美を体験、創造し発信する公園

⑦全ての人が安心して快適に利用できる公園 ⑤健康づくりを支援する公園 ⑥多様なライフスタイルを実践できる公園

公国のビジョン策定にあたり挑戦していきたい課題

基本理念と基本方針を実現していくための公国の有り方

万博公園のシンボルである太陽の塔は日本土着の文化を切り拓いていく生命力をカタチにしたモニユメント。このシンボルの持つ意思を根底に21世紀の日本そして世界に求められる公園像を制定します。そこは日本土着

の自然観・美意識 。寛容性を内包し、世界中の人がその森からのご利益を求め集い交歓し元気になって帰る、21世紀の鎮守の森。その森の中心に骨む太陽の塔は分け隔てなく訪れる人を受け容れパワーを与える。その周辺では

そこに集う人によつて賑わう門前町が栄え、その問前町からのお布施によってその森が守られていく。宗教なき時代の人々の拠所として日本の風土に根差した求心力高い循環型の公園として、公園の資産の再編集
。発信を検討

していきます。 (あ くまでも仮説ですので実際は府と協議の上検討をすすめます。 )
い  の  ち

生命力をチャージする場所
万博記念公園はたくましい生命力のシンボルである「太陽の塔」を象徴とした

生命力 (いのち)をチャージする場所

自然文化園や日本庭園の豊かな緑は、生命力の偉大さを私たちに伝え

民族学博物館や民芸館は生命力がつないできた尊い文化を伝え

スポーツを行い観戦することは生命力が力強く鼓動する瞬間を実感させる

そして太陽の塔がたくましい生命力をこれからもこの地に約束してくれる

人々が生命力 (いのち)をチャージするために

この地に集い愛着を持ち 自律的に育まれる場所になる一―

それが 21世紀の万博記念公園です

万博記念公国のビジヨン策 大阪府のプランディングそのもの

コンセプト

かつて万博が先進国の仲間入りのシンボル事業であつたように世界一級都市大阪のシンボルとして世界そして日本中の人々から愛され続けられる自然観光公園としての活性化方策を立案



中間ビジヨンおよび各部会審議事項
注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です   6

将来ビジヨン中間報告 具体的活性化策案

(ウ )地功共生公園としての機能強化 他検討事項  ▼基本方針 具体的な珂又組 (ア )国際観光公園としての機能強化 (イ )広劫拠点公国としての機能強化

1.地球環境保全 。再生に

貢献する公園

①万博公園の骨格となる緑を継承維持
②豊かな森の育成
③水系の保全と活用
④資源循環型社会の推進

2.緑の中で人々が憩い

活動し美に感動する公園

①太陽の塔の改修、シンボルゾーンの重点
整備
②万博記念公園駅前周辺地区の適用
③日本の文化と美を楽しむ質の高い日本庭園
の整備
④来園手段 。園内移動手段の充実
⑤観光客の憩いの場の整備
⑥南側ゾーン活性化事業との連携 。活用

3.国内外から多くの人が

訪れる公園

4.文化と美を体験、

創造し発信する公園

①シンボルゾーンを太陽の塔を核とした

な広場として整備
②日本の文化と美の体験の場の整備
③民族学博物館との連携強化および大阪日
民芸館の再整備と高度活用
④イベントによる観光集客、万博からの
メッセージの発信

5.健康づくりを

支援する公園

①万博記念公園に相応しいスポーツ施設の

再編整備
②公園東口駅前周辺の整備
③広サ規模の大会を開催
④文化とスポーツが連携するイベントの実施

6.多様なライフスタイルを

実践できる公園

①多様なプログラムの提供
②プログラム提供拠点となる施設の整備
③ボランティア人材の養成
④学校行事での利用促進

7.全ての人が安心して

快適に利用できる公園

①来園手段・国内移動手段の充実
②トイレ・休憩所の整備
③ユニバーサルデザイン
④大規模災害時の適切な対応
⑤アプローチの改善

① 緑の思想

自然文化園

生命力が高まるナチュラルでヘルシーなライフスタイルの

発信スポツトとしての環境の整備

太陽の塔 。お祭り広場

太陽の塔を現代の聖地とした名栞Uシンボルプーンの整備

日本庭園

日本庭国の資産を再編集し海外からの

評価を高める

“日

公園西エリア

宿泊者限定文化体験プログラム付
癒され生命力奄養う隠れ家的
高級リゾート旅館誘致

人々の創造性を発散させる場
公国内の自然と文化豊かな環境の刺激をうけながら世界

中の最先端の叡智と繋がり創造力を発散させアイディアを
具現化していく場づくりへ。府民の構想力と具現力の力を培

う場へ。

大阪日本民芸館・公目東エリア    L中 口
“ “

日本の生活様式を輸出するMING日の聖地としての

機能強化整備

万博公園を胃り、育み、発信する
国立民族学博物館

MINPAKU x art/musiC/fashiOn ttfヒ のエネルギーが
響き合う民博コレクションの創設

「万博公曰パークレンジャー

(仮 )

Цラクス含鞘苫ずで岳ねポリサ
ロン誘致新たな社交場として発信

府民が積極的に万博公園を活用し

ていくためのサポート組織。教育
プログラム 。人材マッチング・プ
ログラム開発などの各種サポート、

広報発信支援などを行う。また企

業や教育機関とのマッチング機能
も果たしスポンサードの獲得教育
機関や民間企業に対しての人材の

提供などの相互支援を行う。

公園南地区

関西随―イケてるエクストリームスポーツの
“聖地"としての機能を付加

駅前周辺エリア

ナチュラルでヘルシーなライフスタイルを提案する

⑥ 外同の活用と保全

④ 水(水系)

② シンボルプーン

③ 日本庭国

⑤ 交流と創造

⑦ 移動の円滑化

③

管
理

◎

広
報

⑩

事
業
者
誘
致

⑪

運
営
体
制

① ～⑪ 緑部会審議事項 A～J魅力部会審議事項
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2 公園全体像に関する再考I
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公園が目指すべき全体像について

審議会でのご意見・海外視察・事業者・他識者等のヒアリングを経て

様々な貴重なご意見を頂戴しました

公園の全体像に関わる提案内容の修正を検討しています

えヽま踏を見主日〔
づ
」の

そ



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です   9

「跡地」という概念は捨て、未来感のある価値観をもつ

た理想地をめざすべきではないか。
豊かな自然もいつか開発の手が延びると、破壊されていく。その

ような開発圧力に負けないスポンサードシステムを「ネイ

チャー・コミッション」という枠組みで考えられないだろう
ん
ヽ
。

梅本卓先生は教育はチヤージで文化はディスチャージだとおっ

しやつた。公園に文化をつくるデイスチヤージの要素も必

要 である。

◆のスポーツ振興には思想が欠けている。思想や哲学がないと
スポーツ文化が育たない。スタジアムやクラブハウスにお
カネを掛けるのではなく、思想やビジョン。夢におカネ
が集まる仕掛けが必要。

公園管理には多くの企業のサポートが必要だろうが「企業と

対話しながら新しい価値を創つていこうという試み、

その実践の場」にならないだろうか。

環境教育センターが万博公園の中にあつたらどうか。そこは

「 都 市 生 活 の 中 にいかに 自然 を取 り込 んでいけるか 」
を考える場所でもあり「人工の自然」だが全国の「本物の自

然」のゲートウエイにもなる。

地域共生という話も大切であるがあるが高次元で文化を維
持していくにはプロが管理するものと市民が参画す
るものとをきちんと線引きしていく必要がある。素人が入
り込むと価値の値崩れがすすむ。

万博公園が目指している2070年を考えれば大量生産。

規模の経済からの脱却、全世界のネットワークでの生産
消費というトレンドに目を向けてもいいかもしれない。テック

シヨップ機能を公園に持たせいろいろなモノづくりが行わ
れているというのはどうであろうか。

企業にも人間性を回復する仕事というものが必要。都 会 の 中

にあつて、人間性が回復できる場所が求められている。

自然は豊かで心地よいというだけではなく、実際に生産性が向
上するという成果が辛反告されている。自然に学ぶ場所にこ

そ、イノベーションやクリエイティプは生まれるのでは

ないか。

公園全体の目指すべき姿について

(ヒアリングより)

万博キッズ世代にとつて万 博 公 国 はクリエーションの源

泉 となっている。そういつた機能性を継承していくことが文化

創造につながり公園の価値を高めていくことになると思う。



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  lo

調査検討業務を踏まえた

公園全体像に関わる共同体提案事項

基本理念と基本方針を具現化して行くためのコンセプト

「生命力をチャージする公園」の再考

② “緑 “を主役にした「パークスカウト」機能の強化

③ 未来を見据えた創造性を高める機能の追加

<修正に至つた課題意識>

O 提案コンセプトである「生命力をチャージする公園」では太陽の塔に込められていた主題
である “人間の創造性 “ (discharge発散)の要素が弱かつたためその要素を加味
O 公園の魅力化方策が施設中心の賑わいづくり偏重であつたため、公園の主役である
“緑"に重きを置き、 “緑"が公園の魅力づくりの中心として永続していく方策を検討

■

‥
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I-2-a.コ ンセプト「生命力をチャージする公園」の再考
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I-2-a.コ ンセプト「生命力をチャージする公園」の再考

目標 :21世紀の「人類の進歩と調和」を実現する公園

生命力をチャ…ジする公目

<課題>

チャージ (イ ンプット)ん 主ヾ題となり従来の公園のメッセージである

人間の “創造性"(ア ウトプット)に関する要素が欠女日している。
またその根拠となる公園のアセツトヘの言及がなされていないため

守り継承すべき公園の価値が共有されにくいコンセプトになつている。

修正案

(高いレベJレで維持管理されている)緑と文化の中で生命力と感性が磨かれる公園
キーワード:ネイチヤー・カルチャー・クリエーシヨン

公園のアセツト
cutture

文化

nature

緑

場の機能
creation

(人間性と創造力の源である)生命力と感‖生を磨く場所

21世紀の「人類の進歩と調和」を実現

上記を体現するにあたりこれまでの共同体の提案に欠けていた

①緑の価値を守る機能 ②創造力を発散させる機能 を新たに検討



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  13

I… 2-a.コ ンセプト「生命力をチャージする公園」の再考

緑と文化の中で生命力と感性が磨かれる公園
高い志のもと唯―無二の世界に誇れる公園文化が体感できる場として魅力の強化を図る

本物の森を追求した

都心近郊のオアシス

○都心の近くにして本格的な森づくり

を追求した豊かな緑の環境を2070年
という長期的視野のもと育成

世界に誇る名利としての
シンボルゾーンの整備 。発信

○太陽の塔の迫力が活かされるべく

周辺の緑地をシンボルゾーンとして

整備、また世界に発信できるスケー

ルの大きな文化イベントを検討

日本文化の真髄が体験可能な

本格的な文化体験の提供

Oテーマパーク的な文化体験に留ま
らず本質を求める旅行者の目に叶う

本格的な呈茶プログラムや懐石料理
を提供

世界が注目する

日本の生活様式の発信拠点ヘ

O自然環境との調和、匠の技術、丁
寧な暮らしなど日本の生活哲学を発

信する文化的イベントを民芸館の資

産を活用して行つていく

世界級のスポーツ競技に触れ

仲間とともに共振する場ヘ

〇世界レベルの競技に触れる機会を
つくり万博公園から世界に羽ばたい

ていく次世代のアスリートを育成す

る環境を整備

ユニークなの公園体験が叶う

宿泊体験の誘致

O宿泊者限定、公国内の施設と連動
したユニークなプログラムが利用可

能な、他にはない宿泊体験を可能と

する宿泊施設誘致を検討



生4

I… 2-b.「パークスカウト」機能の強化



<参考事例>セントラルパーク視察/ヒアリング ■5

視察概要
・日日寺:2014年 11月 5日  9日寺～12日寺
・場所 i Centrat Park Conservancy Office

セントラルパーク

■奇をてらった公園作りは行つていない。

丁寧な「日々のメンテナンス」の積み重ね、そして緑に対する最大限のリスペクトを通じ

緑の美しい居心地のよい公園を保ち続けていることがセントラルパークの価値。

■セントラルパークを支える周囲の住民も、豊かで美しい自然という

セントラルパークの価値を理解し、公園運営金を寄付するという形でサポートをしている。

■公園が目指すべき目標は、 “長期的な視点であればあるほど"、 「普遍的な価値」を
CENTRAL PARK CONSERVANCY 保つことができると考えている。
・President&CEO Dougias BIonsky・ RLA・ ASLA(中 )
・Vice President for Devetopment&Visitor Experience Terri Coppersmith(左 )
。Director Centerfor Urban Park Management Maura Lout(右 )

【1】 49エリアの区画単位での管理システム

公園全体を49エリアに区画。各エリアに専層の担当者を配置して、
エリアごとに植生や景観管理を行う。

エリアの担当者は、GPS端末に植生の状況の記録を行い、
管理体制を徹底している。

メリット① メリット②

【2】 地域周辺住民との対話 /推ood stewardship〃啓発

公国の運営を寄付金(財源の75%)や労働というカタチで
市民に提供してもらいながら、市民と共におこなつている。
(寄付金の内、約7害Jは公回周辺住民の個人からのもの)

「寄付」という形を取るため、時には地域周辺住民の会合にも参加し

住民との対話を重視している。

メリット① メリット②

エリアの担当者同士が

切磋琢磨するシナジー効果や
エリアを越 _た協ブ可イ六告||により、
レベルの高い管理が維持できる。

エリア担当者が

地域住民と顔なじみとなり、

住民の公園への愛着度を高めている。
また住民からの目線が

モチベーシヨンUPにつながつてい

住民へ公園の理念を啓蒙し、

公園を利用する側にも

公園の価値を守つていく意識を

持つてもらう機会となる。

CENTRAL PARK
CONSERVANCY

定期的に住民の声を聞くことで、

地域住民からのサポートを受け、

長きに渡つて維持できる公園を

目指すことができる。

公園の理念/

公園管理

対話

公園への要望/

寄付金

地期周辺住民



<参考事例>セントラルパーク視察/ヒアリング 生6

42

セントラルパークの現在の成功の大きな要因とし
て挙げられているのが “革命的"なゾーンマネジ
メントシステムである。

ソーンマネジメントシステムでは341 haの公園
を49ゾーンに区分し、各ゾーンごとにゾーンガー
デナーを配置し、ゾーンガーデナーが造園・植栽

管理を担当。ゾーンスタッフおよびボランテイア
と連動しながらゾーンの管理を行う。

また毎日公園を利用する人に対して同じ顔がそこ

に居ることで、安心感と公園の哲学を共有する会

話を提供しながら市民の公園に対しての愛着を育
むための公園の “顔"になつている。

Sectioni 5

Section:4

Sectioni 3

Section:12

Section:2

Sectioni 10

Sectioni 9

38B

田A

笠 B

閉 A

Section:8

Sectioni 3

Pa

&
Zo es
Eコ ParkS。領ねns

口 ParkZ。

Section:1

ト
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I-2-b.「パークスカウト」機能の強化-1

<これまでのご提案>
パークスカウト

地域共生型ボランテイア
コーディネイト組織

<修正案>

高い専門性を保有する

万博記念公園の森づくりのプロの職能名称

万博記念公園のブランド作りを担う集団
→

公園の造園・植栽管理スタッフの職能名称

従来は裏方であつた森をつくる (造園・植栽管理)に名称を導入することにより
その技能に森づくりのプ回の価値をしっかりと一般に印象づけ

万博記念公園の森管理のクオリティの高さを伝えていく

森づくりのプロが公園の顔となリブランドとなり自然環境と人間を繋ぐ役割を担う

万博記念公園の森づくりの人材とその技能を
一般の人にとつても分かり易く頭在化させスタッフのブランド化を図る

注目される職業とすることによリスタッフの士気アップおよび仕事に対する誇りを醸成
スキルの高い人材が永続的に森づくり関わり続ける装置として機能していくことを目指す

高度な造園・植栽管理を行いつつ

公園利用者と自然環境の仲を取り持ち自然環境へのナビゲーターとしての役割を担う

都会に近い公園で自然環境に対する理解を啓発する指南役を務める

万博記念公ロパークレンジャー
(役割 :造園・植栽管理・インタプリター・コーデイネーター)

皿
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I-2-b.「パークスカウト」機能の強化-2

パークレンジャーをその技能別に階層化することにより

頂点にたつ森づくりの専門家の価値を際立たせるとともに

憧れの職業としての地位の確立を目指す

地域府民・NPO・ ボランティアとも連携し様々なプログラム開発を行うが
中でもパークスレンジャーの行う目玉プログラムとして “都心近郊の森林セラピー “を検討

大阪府内の森林セラピー実施公園第一号を目指す

ンニア
パークレンジャー

ジュニア
パークレンジャー

万博記念公園出身者が

全国・世界で活躍することが

万博記念公園の森づくりを

神話化させる
/

人間性を ロ 復する仕事として

森づくりをテーマとした

企業研修などを実施

レイヤー 2

レイヤー3

万博記念公園の森

造園 。植栽管理のプロ

′{―ク
レンジャー

学

園壮胆

生 。他公園からの
。植生管理の研修生

地域住民 。ボランテイア

企業研修

レイヤー 1

者恥近郊の森林セラピー

Key Program



I… 2-c.未来を見据えた創造性を高める機能の追加



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  20

I… 2-c.未来を見据えた創造性を高める機能の追加

<これまでのご提案>

賑わいづくりが施設利用の
“消費"に限られている →

<修正案>
太陽の塔の主題である “人間の創造性 “

に叶う “創造"を切り回とした
活性化方策を検討

2070年の社会を想定した
次世代のモノづくりのプロトタイプとなりうる先駆的施設を検討

世界中の最先端のモノの集積地となり日本のモノづくりを牽引した70年万博
21世紀は現代の “凱智の集積地"と してのその跡地にその思想を受け継いでいく

公国内の自然と文化豊かな環境の刺激をうけながら

世界中の最先端の叡智と繋がり

創造力を発散させアイディアを具現化していく場づくりへ。

府民の構想力と具現力の力を増う場へ

例)  FabLab(またはテツクショツプ)
大量生産 。規模の経済からのパラダイムシフトと言われ現在世界中に広がりを見せている市民工房

3Dプリンター、レーザーカッターなどデジタルの工作機械を備えた工房
世界中のFabLabと つながリアイデイアが共有されそれが制作される工房
市民の利用を促しながら市民のモノづくリリテランー向上を支援

(言羊辞田は》К:ミ )

宅
・`

H
,', d

T″ Ⅲ

世界的なムープメントにおける

先駆的なモノづくリラボ

デジタルからアナログまで、「あらゆるものを

作る」ことのできるFabLaboか ら、「モノづ
くり革命」を牽引していく。

世界のFabLabネットワークと

連携した人材育成機能

世界中のFabLabネ ットワークとも連携し国内
外の若手アーテイストの創作活動の場を設け
るとともに、発表や交流の場をもかねること

で、アーテイストの育成機能を担う。FabLab
の公用語は英語

MITやスタンフォードレベルの

先端技術や価値創造精神を育む場

MITのメディアラボや、スタンフォードのデザ
インスクールの例のように、大阪大学などの周

辺大学を中心に、学生の柔軟な発想や研究者の

専門性とのコラボレーションを図る。

X X
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～世界的なモノづくり革命～

FabLab(フ アブラボ)とは? バイオテクノ回ジーから人工衛星まで

フアプラボは、デジタルからアナ回グまでの多様な工作機械を備えた、実験的な市民工房のネットワークです。

個人による自由なものづくりの可能性を拡げ、「自分たちの使うものを、使う人自身がつくる文化」を醸成する

ことを目指しています。3次元プリンタやカッティングマシンといつた先端工作機械の普及によつて実現される
「パーソナル・フアブリケーシヨン (個人的なものづくり、多品種少量生産型デザイン)の可能性を、集う
様々な人と共同で開拓していくための実験的な市民工房のネットワークです。

フアブラボは次世代のものづくりのインフラのようなものであり、インターネットの普及によつて誰もが自由に

情報発信することができるようになつたように、 フアプラボが各地に普及することで、各々が必要なとき、必要
な場所でものづくりができるようになることが期待されています。

2002年にスタートしたファプラボは、MIT(マサチユーセッツエ科大学)のニール・ガーシェンフエルド教授
がその著書『ものづくり革命 パーソナル・フアブリケーシヨンの夜明け』でフアプラボを紹介して以来、その考

え方が急速に世界に広まりました。
2011年4月現在、少なくとも世界20カ国以上50か所以上にフアプラボが存在しています。アメリカやヨー回ッ
パの先進国ばかりでなく、ケエアやアフガニスタンなどの途上国にも広まっており、日本では2011年に「フア
プラボ鎌倉」と「ファブラボつくば」がオープンしました。

各ファブラボの運営形態は様々で、大学などの教育研究機関や地板のコミユニテイセンター、文化施設と一体化

したもの、NPO/NGO、 あるいは個人によるものなど、それぞれが独自の運営を行つています。

第二の産業革命を牽引する

未来のモノづくりの市民工房
Ｂ

”
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I-3 将来ビジヨン中間報告 個別検討項目について
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将来ビジヨン中間報告 基本方針 1ロ

地球環境保全 。再生に貢献する公園
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森の目標像 (案 )

【将来ビジョン】

O公園の基本理念・目標像
。基本理念 人類の進歩と調和
。日標像『人と自然の調和』

『世界への文化と美の発信』

『人々の交流と創造』

。基本方針

◆地球環境保全 。再生に貢献する公園 (生物多様性、地球温暖化防止)

◆緑の中で人々が憩い渚動し美に感動する公園 (人と自然。芸術の触れ合い)

◆多様なライフスタイルを実践できる公園 (子育て、生涯学習、ボランティア)

【現状】

○立地 都市のなかの森 (市街化区域内)
○面積 約50ha
O万博会場跡地の人工地盤に育成した人工林

○生きもの :街のなかに森の動物が生息 モリアオガエル、オオタカ、キツネ、タヌキ等
○森の育成はNPOと協働し、育成して管理。
O自然観察学習館では、自然に関する展示等の活動を行うとともにボランティア団体が家族

連れおよび校外学習の小中学生向けに自然観察会を実施。

【育成の方向性】

O人と自然のふれあい

⇒ 1)多様な構造と植生を持つ森を育成 (多様な顔を持つ森 )

⇒2)貴重な生物を守ることを優先する森を育成

⇒ 3)人との接点がある森を育成

O人と文化のふれあい

⇒4)(日本の)文化を生み出した森を育成 (照葉樹林、落葉樹林 )
⇒5)(暗 い森でなく)、 明るく、美しい森を育成
⇒6)活動の場となる森を育成

O人と人との石、れあい

⇒7)人々が森に関わる仕組みを構築 (ボランティアによる森育成 )

⇒8)多 くの人々が楽しめる仕掛けを設置 (活動拠点とプログラムの提供 )

⇒9)壮大な実験を行う仕組み (審議会による評価、研究機関への委託調査)

整備当初の公園の目標像に沿つたみどりの姿を森の目標像に設定する。

①照葉樹林タイプ

②落葉樹林タイプ I(林内渚動 。景観 )

③落葉樹林タイプⅡ (生物多様性 )

④混交林タイプ (生物多様性)

⑤針葉樹の森

⑥萌芽更新の森

【森の目標像 (命を育む森、生命力を取り戻す森】

①人と自然の調和

。街のなかで森の生きものにふれ合うことのできる豊かな森

・貴重な生物種を育む森 (オオタカ、モリアオガエル)

。人がみどりのなかで生命力を取りもどし、人間性を回復する森

②世界への文化と美の発信

・民博や民芸館で見た生活文化の背景を実際に見ることが出来る『森』

・自然の美を実感する『美しい森』

。新たな文化を生み出す森 (自然と共生、森と芸術 )

③人々の交流と創造

。人々の関わりで育成される森

・多くの人々が楽しむ森

。人工地盤に自然林を再生する壮大な実験を体感する森 (環境学習 )
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森の育成 (案 )

【公回整備時に目指した森の姿】
○もともとここにあつた里山の森を再現するのではなく、◆日の 都市に必要とされる新しい森が求められている。
○公園として魅力的な構成とするため、森の配置を工夫し、多様な生態系の森や植物群落を生み出す。

○公園の魅力は、自然景観の多様な変化により生み出す。

○植栽密度や植栽樹種の異なる密生林、疎生林、散開林の三つの森の組み合わせにより、明るさと暗さの変化、静けさと動きの変化、華やかさと落ち着きの変化をつくり、公園の魅力を生み出す。

○また、多様な森が接することで多様な生態系を確保する。

0
※当地の自然植生であったと推定されるシイ林を参考に、照菓樹林帯を代表する他の樹林であるカシ林、タブ林をあわせて導入した。

脚螂
納

囲

麟

ゆ e
|

散開林

疎生林

密

【公回整備時の値栽】

◆密生林

○シイ・カシ・タブ林

○スギ林 (スギ、ハゼ)

◆疎生林

◎鳥類誘致林 (アキニレ、エノキ、ガマズミ、ウメモドキ)

◆散開林

○芝生地 (車地)に樹木が点在する環境。

①クヌギ・コナラ林 (ススキ、ササ、潅木類)

③湿性林 (ハンノキ、サワグルミ)

⑤ツバキ林 (ヤブツバキ、園芸品種)

⑦松林 (アカマツ)

②カエデ林 (ヤマモミジ、イロハモミジ、ケヤキ)

④サクラ林 (ヤマザクラ、ソメイヨシノ)

⑥梅林 (ウメ園芸品種)

③マグノリア林 (コ ブシ、ハクモクレン)

【森の課題】

○同年齢個体・過密林化 (大径木が無い、暗い林 )

O単純林化 (樹種が少なく、植生が単純化。景観の変化がなくなつている)

○単層構造 (林床が暗く、低木、草本層が少ない。生物相が貧弱。)

O世代交代が困難。 (若い木が育つていない。)

○周辺からの種の侵入が困難 (孤立緑地、種のポテンシャルが低い)

【森づくりの課題】

○ギャップをつくっても、数年で、実生同士の競合や残

存木の生長により、実生出現数が減少。

Oギャップをつくってもササ、つる植物が緊茂し、実生
の成長が抑制。

【審議会意見】

O照葉樹林の育成のためには、森林土壊の撒きだし
(種の供給)が必要。
O落葉樹林の目標種にクヌギ・ コナラを入れるのは、
萌芽更新による樹勢の維持が必要であるため、避け

るべき。

○間伐・ギヤップ創出による樹木密度・林内光環境の改善

○景観の変化が楽しめるように様々なタイプの樹林をモザイク状に配置

○苗木植栽による低中木・林床の育成 (多層構造 )

○間伐による後継木の育成

○近隣の森林土壌撒き出しによる新たな種の導入 (照葉樹林、落菓樹林 )

①ギヤップ創出手法のさらなる検証

○ササ、つる植物の刈込

【育成方針】
【育成する樹林タイプ】

①照葉樹林タイプ

②落葉樹林タイプI(林内活動・景観)
③落菓樹林タイプⅡ (生物多様性)

④混交林タイプ (生物多様性)

⑤針菓樹の森

⑥萌芽更新の森



森の育成 (案 )
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①【照葉樹林タイプ】
O公園全体を包み込み、来国者に落ち着きや静寂を与える森として育成。

◆対象 :密生林
◆目標像 :(高木)シイ、カシ、タブ  (中木)モチノキ、ヒメユズリハ、

ヤマモモ、ヤブツパキ
(低木)ヒサカキ、ヤツデ、マンリヨウなど

◆手法 :
0100年生で100～200本 /ha
・アラカシの優占度を下げ、多様な樹種構成とする
。間伐による林内照度の改善
。埋土種子を活用した林床植物の導入

②【霜薬樹林タイプ I】(景観林・林内活動)
O今ある景観林 (テーマ園)を来園者がより楽しめる魅力ある落葉樹を中心とする森へ改善。

◆対象 E疎生林②カエデ林 (紅葉渓周辺)       ④サクラ林 (桜の流れ周辺)
⑤ツバキ林 (ツバキの森)       ⑥梅林
③マグノリア林 (西大路東部)な ど

◆目標像 :

②カエデ林 (ヤマモミジ、イロハモミジ)④ サクラ林 (ヤマザクラ、ソメイヨンノ)
⑤ツバキ林 (ツバキ園芸品種)      ⑥梅林 (ウメ園芸品種)
③マグノリア林 (コブシ、ハクモクレン)

◆手法 :
。景観林はテーマに沿つた管理
。来園者が林内の活動ができるように下枝や下草を管理

市モき〔̂  li章「
」
~k善
手EF″ ギギ江FI子とこi11

◆対象 : ~―
疎生林 ③野鳥誘致林 (野鳥の森)

◆目標像 l(高木)アキニレ、ケヤキ、エノキ、アラカシ、タ
ブノキ、シイノキ
(中低木)アオキ、ナンテン、ヤツデ、ヤブコウジ、マ
~ン リヨウ
(草本)シダ類など

・ 100年生で25～ 100本/ha
。優占するアラカン等の常緑樹中心に間伐し、残存する落葉

樹を育成
・埋土種子を渚用した林床植物の導入
。林縁環境の整備することによる生物生息環境の創出

じ

生物】( 性多様 )④【
はと る生が混 り つあ 樹林で 落葉樹林 異な

―O
の なと を 成物 場 る森

去

円

③【落葉樹林タイプ‖】(生物多様性 )
○落葉樹を中心とした高木層で、花や実をつけ
る低木類や林床植物の生える、昆虫類や野鳥
が多く生息する森を育成。

◆対象 E密生林   水車茶屋周辺
疎生林  ③湿性林 (ビオトープの池)

◆目標像 :(高木)アキ三レ、ケヤキ、エノキ、
クヌギ、コナラ、ヤマザクラ

(中低木)ガマズミ、ミツバツツジ、モチ
ツツジ

(草本)キンラン、ヤブランなど
◆手法 :
・100年生で25～ 100本/ha
・ l憂占する常緑樹を間伐し、林相を転換
・埋土種子を活用した林床植物の導入
・林縁環境の整備することによる生物生息環
境の創出
・ササ類の刈り取りによる林床環境整備

⑥【萌芽更新の森】
O萌芽更新させながら、クヌギ、コナラ林を維持。

◆用象 :疎生林 どんぐり池周辺、自然学習の森、梅林北側樹

◆目標像 :(高木)クヌギ、コナラ、アベマキ
(低木)ガマズミ、ナツハゼ、ミツバツツジ

◆手法 :
・萌芽更新もしくは、新規植栽によつて樹林を維持していく○自然文化園の重要な景観となっている針葉樹主体の樹本ホ

を維持。                   _言
◆対象 :密生林 針葉樹林地区 (もみの池周辺)  ＼: ―
疎生林 ⑦松林 (松の池、水草の池)     :.―

◆ロ
デ審 葉樹林地区)モミ、スギ、ヒノキ、メタセニ孝井
。 (松の池、水草の池)アカマツ、ススキ

◆手法 E
・来園者が林内の活動ができるように下枝や下草を管理

⑤【針葉樹主体の藤】

1也

■|

①照葉樹林タイプ

②落葉樹林タイプ I(林内活動 。景観 )

③落葉樹林タイプⅢ (生物多様性 )

④混交林タイプ (生物多様性 )

⑤針葉樹の森

⑥萌芽更新の森
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ホ粟0保圭と活用へ0対処 (案 )

目標像

短中期
～2020〕

長 日長々

期

…2070〕

プロダラ

ム

現状・課

題

【二H水票の保全]

C植哉仰其茂、上幹い堆積 `流失によるホ辺格こO単純化
●ホ手の存存により、周担格林地の温度由く確保

=

0生物多様性豊かなホ界い十住持 `保と '再生
O国内稲′ナ種が生息すも骨軍なホ系維持
モリアオガエメしィ、ニリJギヽンパラタすゴ、イタセンゴくラ、ゲンジポタル、ヘイケボタ′L等々

9日向生勒多|_革性の保全を組絲
□希少性け生息騨境保全を継絲

・生物多様性に配i急した施設整備及び植裁管理♂〕挫銚
・国内ホ系申貞り!二生息する国内希′ナ種T〕保全
・生態系に静響香盈ぼす、特定外栞生物い率昧

・上訂内容緋続

!市民参画による自捧I環境保全0取り組み拡充 (ホ罪動柏物調査‐ホ辺自体環境保全 1再生〕

【Ⅱ,水系り活用】

0景機上、分断された水累.
0樹木
『
〕部蔵等により遮蔽され、良1子な水辺景観が乏しい阿

0掛、池施設等、ホ辺空間ば〕絶設活用が芝しい。
0上記理由により、水といふ丸れしヽぃ場が消失h

C休息、地び 学ゝび、散賃が楽しめる水系.
9多くしつ人を引き士|ける争彩で皇坪な水系・親ホ空間こ

こI植業整理による、自捧観察‐散無空間じつ串!出 v

⑭ホ系景観Tゴ道焼性碓i保嘔
EI新たなホ辺景観0創出Ⅱ
的報7″、施設0整備Ⅲ
CIホ辺J〕述びユ母の言1出ン

`自然報率・数黄空間り目1出 (周辺樹ホ坐理 H澁諜 !未生ホ撤去等による水辺景観 `空間『〕改善〕。
・求並び空間の副出〔泣業0実施、ホ中‡m,安全施設等の設置〕争
Jシンポユしゴーン¬日率と国において親7に空間と整備蘭

I新たなホ辺景蝦い劇出:類水施設の整備

自然文化固〔ホ辺のレストラン・親水予
・
ッキ・休憩施設等め施設設置)

日本庵園〔中央||、憩所改l啓.船着き端守悔景組施設の設置〕
・ホ系景覇0連続性確保
水澄まし0池～事の池～日本に国に至るホ系

『
〕連続性を親ホ施設整備とイ汁せ樺景コ

親ホ空間を利用したイベント開催

白終女化団 :白絡槻黎や環境l呆全型農集体験キθ〕体験型プロゴラムの開発

日本庭国: ホ辺空間雀活用した新たな集害〔ホタル観賞会、凱蓮会い継続も昔む,イミント0開発

対応手段

年r女計画

備考
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将来ビジヨン中間報告 基本方針2.

緑の中で人々が憩い活動し美に感動する公園



緑②
シンボルゾーンの重点整備(案 )

2.課題
【構造】

①ゾーンの中央に駐車場があり、中央日から日本庭園まで
の連続した景観の形成が図れない。

②縦断に高低差があり、平面的な空間形成が難しく、勾配
のきつい園路もある。
③景観形成に沿道の水系を活用できる構造となっていない。

④太陽の塔の眺望を阻害している樹林地や老朽化した施設
がある

⑤日本庭園中央休憩所が老朽化。景観を阻害。

(フ ァサードなどで遮蔽)

【動線】
⑥広場の構造物や駐車場が歩行者動線を分断している。

⑦園路の狭除な箇所や、お祭り広場のスタンドなどにより

線形が折れ曲がり、歩きにくい。

③バラ園の階段状構造や噴水、腰積などにより、民芸館・

博物館 。日本庭園間の動線を阻害。

【景観】

③樹木の繁茂や老朽化した施設、駐車場により、中央口から

日本庭園までの眺望が阻害。

⑩中央口から日本庭園までの動線上に、擁壁など人工物が目
立ち、景観を阻害している。

①サインが多く設置され、統一感がなく、景観を阻害。

②日本庭園の正門が庭園内の景観を遮断し、シンボルゾーン

としての見通しを阻害している。

【施設】
⑬ゆっくり落ち着いて眺望や景観を楽しみながら休憩や食事
等ができる場所がない。
⑭食堂や売店が老朽化、魅力のあるデザインではない。
⑮太陽の塔を観賞できる食堂や休憩所と言つた場がない。

1.シンボルプーンに求められるデザイン

○公園のシンボルである太陽の塔を緑の海のなかで人々に魅せる空間

○公園の顔として、観光客を呼び込める魅力をもった空間

○中央口から日本庭園までを一体的・効率的で円滑に移動できる機能

【エントランス (中央口～太陽の広場～太陽の塔周辺】
。太陽の塔と周辺の緑が融合したシンボリックな景観を眺め、訪れた人に感

動と強烈な印象を与える空間として演出
。初めて訪れた人や観光客にもやさしい公園施設の案内機能の充実

【交流エリア (お祭り広場～日本庭園前駐車場 Bゲート～バラ園)】
。公園が持つ文化や公園から生まれる文化を発信する機能
。多彩な行催事を行い、人々の交流と創造を生む機能
。民族学博物館や大阪日本民芸館、日本庭園の連携を円滑にする機能

【日本庭国 (正門、中央休憩所)】
。食、庭園景観、伝統文化など、和の文化と美を体感できる機能

①

・課題⑩
０

０ 課題①
課題⑩

課題②

課題③〒司課題③
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3.整備の方向性
・シンボルプーンー体を離大で美しい緑空間とする、中央口から日本庭回へのビスタの形成。

・繁茂しすぎた樹木の景観に配慮した整理、景観を阻害する老朽化施設の撤去、遮蔽

・自然な線形となるように日路を改修、動線上に憩いと魅力を生み出す親水空間の整備。

・多様な文化イベントを開催できる広場の確保

・憩いや安らぎのある広場、明るい樹林の形成、来訪者が気楽にくつろぎ公園を楽しめるカフエ、休憩所等の設置。

・日本庭国の魅力を高める中央休憩所の整備、シンボルゾーンとしての一体性をもつた景観を形成するため正門を撤去、和の文化の発信拠点となる日本庭日正門周辺の改修

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  31
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施設の連携を促す広場の整備

民族学博物館

バラ園
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D 太陽の塔 。お祭り広場 (シンボルゾーン)

■現在の課題

"`

のシンボルであり、確 たるアイデンテイテイである

太陽の塔を、公園の価値として十分にいかしきれていない。

②太陽の塔や岡本太郎は、依然として海外での知名度は低く、

外国人観光客にとって魅力的なものとなりえていない。

③◆後、太陽の塔や万博にまつわる周年を迎えるタイミングを

最大限に活用した文脈作りが重要。

■調査・ヒアリングからの考察

◎若者の間で、太陽の塔や岡本太郎への関心が高まっている今、

太陽の塔をシンボルとして、万博公園の発信力を強化する

◎2017年の太陽の塔の内部公開、

2020年の万博開催から50周年に盛り上がりを醸成する

◎海外観光客に向けても、メディアを活用して太陽の塔を発信し、

観光スポットとしてブランド価イ直を高める

◎また一部熱烈なファンの間では自主的に太陽の塔のクラウド

フアンディングを立ち上げたいなどの動きもある

※ヒアリング調査
。雑誌編集長A氏/旅サイトシエアマネージャーB氏/観光フリーペーパーc氏

‘「マ、、
　　４Ｗヽ
、

魅力強化策

太陽の塔を中心とした
シンボルプーンの整備
(具体案は緑部会にて検討中)

エントランスから太陽の塔まで、

シンボルである太陽の塔の存在感がひ

きたち、パヮーを感じられる動線を設

計、整備する。

太陽の塔のベストフォトスポットマッ
プを作成し、太陽の塔シンボルとして
の存在感を高めるとともに、

撮影者がSNSを介して情報を発信、
拡散することを目指す。

万博開催から50周年
に合わせた行事、祭典

2017年の太陽の塔内部公開、2020
年の万博開催から50周年という節目
の年に、太陽の塔のコンセプトである
生命の根源を体現した創造的な祭典を
実施し、新たな文化として継承してい
く。内部公開に向けては、カウントダ
ウンプロジエクトを行い、太陽の塔ヘ

の注目度を高める。

50周年では、国立民族学博物館や鉄
鋼館ともコラボレーシヨンをした行事
やお祭り、イベントも
開催する。

海外観光客向け
ビジターセンタ ― の 開 凱両 Y

海外の観光客がより万博内で快適にす
ごすことができるように、国内でも情
報発信に力を入れる。

地勅住民、地元企業、行政が一丸と
なつて公園のシンボルである太陽の塔
を「世界遺産」に登録に向けて活動を

行うことで国内外からの注目を集め、
公園の価値を高める。

■ 広報発信プラン

0太陽の塔に関する他言語対応雑誌の発刊

太陽の塔の魅力や、現在の姿、内部、

太陽の塔に込められた思想などを記し

た雑誌を発刊。

海外のブロガーなどにも配布し、

世界へ向けて太陽の塔を発信する施策

を実施する。

●『 1億件の回コミから選ぶ 死ぬまでに

行きたい大阪の仰天スポツト100』

太陽の塔が、世界の観光地の中でも、

訪れる価値のある場所として

雑誌やWEB上でも発信する。

太陽の塔を現代の聖地とした名刺シンボルプーンの整備
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日本庭国の方向性 (案 )
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■現状

面積:26ha(日 本最大級 )
茶室3棟、休憩所及び管理棟、池3か所

入場米斗250円

年間入場者数約20万人 (自 然文化園司80万人)
生きものの生息空間 (ホ タル、在来魚など)

」.J

■方向性『大勢のあらゆる人が気軽に自然と美を味わう空間』

○世界の人々が感動する日本庭園を育成する。

・質の高い管理、愛着のこもつた管理。

O作庭意図の具現化
。落ち着きと安らぎを与える庭園でありつづける。 (生命力 。人間性 )

。作庭意図に沿つた庭国技法を用いた修景管理。

(人類の進歩と自然との関係 )

O多くの人が気軽に利用できる『庭園』として、さらに挑戦
・五感で楽しめる庭園

・ユニバーサルデザイン化
。分かりやすい庭園

○作庭意図に沿つた活用、サービス提供。

・社交の場としての庭園を通じた日本の理解。

・茶・食を通じた日本の理解。

■手段

O継続的で質の高い管理を可能とする体制。
○公園全体で確保した収益の充当。

○作庭意図に沿つた修景管理。

O生きものを大切にする管理。

O庭園改修
・庭園入国の改修 (場面の切り替え、全体景観との調和)

・香りや音を楽しむ植生や施設改修
。ユニバーサルデザイン化
・じっくり庭園を楽しむことが出来る休憩施設の設置。

○『名景・銘木』の命名、分かり易い視点場の再生

○作庭意図に沿つた活用、サービス提供。
。日本庭園の幅広い活用。

・庭園の特長である『茶』を軸においた活用。
a大阪の強みである『食』を軸においた活用。

・庭園の景観を生かした季節の行事

■課題

O入場者数の増加
O適切な景観管理の継続
O建築物の有効利用
O利用者サービスの向上 (施設
篭、景観ポイントの解説、売
店)

・基本的には、作庭意図の具現化、活用。

・日本庭園を見る気がなかつた人が、「大阪にこんな日本

庭園があるんだ」と大阪の近代の日本庭園の素晴らしさ

を体感してもらうようにすべき。世界の人が感動できる

空間でなければならない。

・庭園への導入は重要。万博公園の門を入つてバラ園があ

るのは人の気持ちを考えていない導入方法。日本庭園に

はどういう入り方がいいのか、気持ちの転換が促される

ような装置が町要。

・日本庭園に関しては、万博仕様があつてもよい。万博の

日本庭園は、万博公園として本物を造っている。

これをどううまく活用するのか、それを者えるべき。

・何をどのように見せるのか、どのような人が来ると想定

しているのかわからない。ニーズのないところに国際
′ム`

園はできない。

・民博、民芸館と日本庭園との連携について調整すべき。

・来園者それぞれが、それぞれの楽しみ方ができるもので

なければならない。少しだけ見る、1日いても楽しめる

ようにしなければならない。

そのためには、質の高い、安,いで魅力のある日本庭園

であることが財要。質の高い食事や庭園技術が楽しめる

場所、プログラムが財要。
。清掃が行き届いている。愛情が込められている。そうい

う空間は人を意きつけるものがある。

・日本庭園は、その匂いを感じながら何かを共有する場と

して機能することを目指した魅力向上について、もう少

し議論すべきではないか。
。日本庭園については、本物を造りだすことが閉要だが、

どのエリアで採算を考えるのかということを、もう少し

整理することが閉要。

■審議会意見

“

作庭意図
『人類の進歩と調和』

・超近代的造形の出展物が林立する博覧会場の

なかで、来場者に落ろ者きと安らぎを与える

休息の場の機能を受け持つ。

・自然と人 F日日の調不日ある世界の創造。
。自然の地形を利用して西端の源泉から東に向

ア〕`つて渓谷を流れ平野に至る水の流れを人類

の進歩と時の流れを象徴させ、全体として調

不日のとれたひとつの作品を倉」る。

・ 大勢の人が利用しやすい庭園
。大衆向け、集客重視

回遊性、広域にわたる散策

:。 各時代の庭園様式

パノラマ眺望

谷、もみじの漫谷、竹林の静誰、

特の景観 (マツ、ツツジ )、

茶庭、枯山水、池泉回遊、現代の庭

■将来 ビジ ョン (中間報告 )
・基本理念 人類の進歩と調不□
・目標像『人と自然の調不□』
『世界への文化と美の発信』
『人ノマの交流と倉」造』

■整備後
○バリアフリー、五感の体験

○多様なライフスタイル
○広報の強化



日本庭国の将来像 (案 )
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【作庭意図に沿つた修景管理】

○樹木の高木化は、枝の枯死、日)`望の喪失、

林床植栽の消滅などを起こすため、今後も

質の高い庭園管理を実施することが必要。

○修景管理においては庭園の見所の特性をと

らえ魅力を明確に表現していくような樹木

管理を実施。

重点管理ポイント

【『名景・銘木』の命名、分かり易い視点場】
・庭園の命名
。名景・銘木の命名、景観の共有
・解説版、案内サインの設置
・解説が無くとも何かを感じる視点場
。案内所の整備
・庭園ボランティアとの協働

【日本庭国の幅広い活用】
。日本の庭園は祭祀や儀式の場に始まり、外交、

情報交換、文化の発信、鑑賞の対象となり、社交
の舞台ともなった幅広い使用がなされた。万博に
おいても、庭園の魅力を引き出す活用を行う。

【お茶】
・落ち着いて庭園を楽しむため、茶を軸としたサービス提供。

・海外を知り、また世界からお注目をあつめる茶人によるプロ

デユースなどを検討、海外からの旅行者が喜ぶ茶の湯体験プロ

グラムを開発

【庭国改修】

○庭園を楽しむ休憩施設の設置
・老朽化した休憩施設を改修し、落ち着い

て庭園を鑑賞。

O五感で楽しめる庭園
・フジ、クチナンなど香りある植物

・鹿おどし、水琴窟など音による景

〇ユニバーサルデザイン化 (サブルートの

設置、

歩行補助具の実験 )
・ トイレ改修
・施設改修

【食】
・庭園を眺めながら和食を楽しむ割
烹などの言秀致を検討。
・季節の料理を提供。

【庭国の景観を生かした季節の行事】

コ

「
H ‖

I

¬

‖

砕

IS建む呻 性
Ｌ
　
　
　
　
　
、
　

・
一

！
Ｆ れ
引
ギＬ
Ｈ
ｉ
れ

，
■
ド
】町
岳
焦

“
‐

】ヽ
常
岳

と
Ｅ
乳/

よヽ

【“」ourn』 of Japanese Garde画ng"への掲載戦略。】



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  37
▲ 日本庭園

|■現在の課題

①知名度・利用者が低くそのポテンシヤルに対し

万博公園の価値向上に寄与する場としての存在が低い。

②外国人観光客の集客に寄与する魅力を引き出しきれていない。

発信力が弱い。

③一部施設の老朽化など魅力的なアメニテイおよびプログラムが

実現できていない。

■調査・ヒアリングからの考察

◎中途半端な文化体験ではなく本物を極めた圧倒的な体験を

提供しなくては現代の人は感動しない

◎阪神エリアの主婦のランチネットワークをターゲットとした

話題の懐石料理店などは可能性がある

※ヒアリング進行中

※ヒアリング調査
・庭園美術館館長A氏/飲食コンサルB氏/リ ゾート企業A氏

■ 魅力強化策
日本庭国の資産を再編集し海外からの評価を高めながら庭国のオーラを発信をしていく

(ハード庭曰整備に関しては緑部会にて検討。本資料ではソフト面について言及 )

茶の湯文化から進化した現代の標石 茶の湯など、日本文化体験プログラムの開発 ■ 広報発信プラン

0「世界的に優れた日本庭国」評価獲得に
向けた文脈づくり

"」ournat of Japanese Gardening" など、

日本文化に対して造詣の深い海外の人が注目す

る雑誌へ「世界の日本庭園トツプ10入り」の

掲載を図り、万博記念公園の日本庭園ブームを

仕掛ける。

0日本の季節感を体現する情報を発信

桜祭り、紅葉祭りなど、東南アジアにはない

四季を感じるイベントをしっかりと海外に向

け広報発信していく。

※ヒアリング調整中
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D 宿泊施設の誘致

■現在の課題

①万博記念公園に長時間滞在し、その魅力を立体的に体感できる

包括的な目玉プログラムが存在しない

■ 魅力強化策

高級 リゾー ト

日本庭園の内部に景観の邪魔にならず部屋を点在させるこ
とも可能。部屋数の限界を宿泊料でカバー (1,自 5万円～)

■調査。ヒアリングからの考察弓

◎シンボルである太陽の塔の文脈を組んだ施設が望ましい。

◎形態の方向性としては、高級リゾート、ファミリー向け、

バジェットホテルなどが考えられる。

◎ここでしか味わえない文化体験、アクティビテイなど、

独自性、希少性の高いソフトプログラムの開発が重要。

参考)新潟県十日町市大地の芸術祭  「光の館」
大地の芸術祭の作品であり、
芸術界の巨匠ジエームズ・タレル設計の宿泊 。体験施設。

可動式の屋根から時間とともに変化する空の色や、

浴室 。浴槽に配された光ファイバーによる光など、

宿泊客しか体験できないプログラムが魅力。

※ヒアリング調査・視察
・リゾート企業A氏/新潟県十日町市「大地の芸術祭」

宿泊者限定文化体験プログラム付 癒され生命力を養う隠れ家的宿泊施設誘致

公国の立地を活用したいくつかの可能性 左記宿泊体験の魅力を高めるプログラム開発

フアミリー向け

自然文化園での親子向けプログラムを一体開発できれば可
能性がある。宿泊の場所は文化国の中にコテージをつくる
もしくは現在の事務所塔でも可

バジェット型
現在の事務所塔のホテルヘのコンバージヨン。宿泊のみで
一泊一人8千円、三人一室で一人4千円程度、20～22m2程
度。公園観光の後旅の余韻が楽しめるバーやラウンジを用
意。周辺のスポーツ施設での合宿需要も見込む

日本庭園
中途半端な日本文化体験ではなく、しっかりと本物を1丁ュめ
た文化体験プログラムを開発。宿泊体験を唯一無二の体験
にする宿泊者限定のプログラムも用意

太陽の塔
太陽の塔の内部公開に併せ、夕方の夕焼けツアー・夜間の
夜景ツアー・早朝の日の出ツアーなど宿泊者限定のプログ
ラムを準備

自然文化園
公園をオリエンテーリングしながら自然環境について親子
で学び楽しめるプログラムや夜の公園を楽しむ宿泊者しか

参加できないプログラムを検討。

■ 広報発信プラン

0著名なリゾートグループのネームバリュー
および公園渚用のユニークなアイディア
そのものをニュースに施設の魅力のPRを図る
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その他

将来ビジヨン中間報告 基本方針4.

文化と美を体験、創造し発信する公園

将来ビジヨン中間報告 基本方針5.

健康づくりを支援する公園

将来ビジヨン中間報告 基本方針6.

多様なライフスタイルを実践できる公園

将来ビジヨン中間報告 基本方針7.

全ての人が安心して快適に利用できる公園



注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  40
D 大阪日本民芸館 。公園東エリア

■現在の課題

①十分な集客と、財源が確保できない
。年間の来場者数は4000人、財政状況も厳しい状況

②公園の魅力作りに今ひそかなブームとなつている「民芸」
への関心の高まりを活用しきれていない

③「民芸」の時代に適つた文脈作りおよびその発信がされて

いない

魅力強化策

ライフスタイルシヨップの誘致

民芸の根源的な考え方を現代に受け継ぐブランドの
アンテナショップを誘致。日本の生活技術を結集した万博
公園店オリジナルグッズの販売を行い、希少性、話題性を

高めることで、国内外からの集害を見込む。

MINGEIと親 和 性 画 ジヽャ ガレとのし ン

クロスカテゴリーイベントの開催

食・住など今求められる “丁寧な暮らし “テーマに、アト
リエやライフスタイルシヨップ、また地域住民や大学とも

協働でライフスタイルを発信するイベントを行う。生活の

中で使われてこその民芸の価値を、イベントを通じて伝え
る。

■調査・ヒアリングからの考察

◎民芸館は “超"日本文化のアカデミツクな場所として、未来に残すための

アーカイブの整備や創造力を形にする場作り、職人の育成などを担う必要がある

◎民芸運動100周年 (4年後)を契機に民芸の新たな文脈づくりの

ムーブメントを検討

◎「若者にとつて魅力的な場所」として情報発信とアクテイビテイを高めるべき

◎周辺の商業施設や民博、日本庭園などとのネットワークを築き、

連携した企画展や共通チケット企画などを実施し、相互送客を検討

◎ギャラリートークや出張授業を通じて、民芸ファン、サポーターを増すと共に

民芸市を開催し、若手作家を育てる場作りを検討

◎寄付支援企業との関係性を育む限定イベントなどの実施

※ヒアリング調査
。大阪日本民芸館 長井誠氏/プロダクトデザイナーA氏/デザイナー・クリエーテイブディレクターB氏

日本の生活様式。生活哲学の聖地としての機能強化整備

Fab Labo X MINGEI ■ 広報発信プラン

旧児童館に、Fab Laboを設立。
誰でも使えるレーザーカッター、3Dプリンターなどの機材を
揃えている。民芸館が主導で、ユーザーの創造I性を引き出し、

新たな現代のMINGEIを生みだす活動を普及させる。

また、若手の民芸の職人のアトリエを備え、プロの職人を育成
するインキユベーシヨン機能も担う。

0 「エキスポランド跡地複合施設(仮称)」や
スタジアムの来場客を大阪日本民芸館に送客

大きな集客が予想されるシヨツピングモールや

スタジアムの来場客に民芸館の企画や展示を訴

求。クーポン配布や親和性の高いラシヨツプと

の連携イベントなどを行う。

0日本庭園、国立民族学博物館と連携した
企画展の開催や共通チケツトの販売

3館共通の企画展や共通チケツトの販売によ

り立体的で魅力度の高いプログラムを実施し、

相互送客を図る。

●海外の観光客に向けのリーフレットの設置

海外の観光客の目にもとまるよう、市内の主

要駅の観光リーフレットや旅雑誌への情報掲

載を促進する。

日 本 民 藝 館
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注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  41
国立民族学博物館

■現在の課題

①平日の集客が少ない

②閉鎖的なイメージをもたれやすい

公国とのコラボレーションなどを経て、発信力を強化すべき

■調査。ヒアリングからの考案

※ヒアリング調整中

※ヒアリング調査
。国立民族学博物館A氏/大阪日本民芸館B氏
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■ 魅力強化策

MINPAKU x art/musi c/fashj on 文化のエネルギーが響き合う民博コレクションの創設

■ 広報発信プラン

※ヒアリング調整中



自然文化園エリア

■現在の課題

①森林の状態が、生物多様性に欠けており、

多様な植物が生育できる環境には及んでいない

②森林を活用したプログラムの開発や、

森林の価値から収益を上げるモデルには検討の余地がある

■ 魅力強化策

■調査。ヒアリングからの考察 ※飲食事業者ヒアリング調整中

◎万博公園の自然文化エリアは、「都会から近い自然」

であることが最大の魅力のひとつ

◎近年、企業は社員の健康増進、予防医療に力を入れており、

企業のプログラムの一環としての森林活用が考えられる

◎季節ごとに、季節を代表する植物などを広範囲に渡つて育成し

フォトジェニックなスポットを作ることが集客につながる。

参考)Brvant Park広 告媒体の開発

主に、企業や団体からのスポンサーシップにより、運営をしている。

公国内の絵本棚やゴミ箱を企業の広告媒体として活用している。

※ヒアリング調査
・ソーシャルクリエーターA氏/十日町市観光協会/リ ゾート企業A氏

生命力が高まるナチュラルでヘルシーなライフスタイルの発信スポツトとしての環境の整備

森林セラピープログラム ナチュラル &オー ツ ク を実践する ■ 広報発信プラン
カフェやレストランの誘致

豊かな自然を活用して、森林セラピーのプログラムを実施
する。個人だけではなく、企業単位の研修プログラムや健
康増進プログラムとして実施を検討。

市民の手で作る季 節 の 臨

季節に応じて、市民の手で、花木の庭園を作り込む。
一面に広がる季節の植物目当てに、多くの集害を見込むこ

とができる。

※飲食事業者ヒアリング調整中

●オオタカ生息のニユースを海外へ発信、

話題化

世界的にも珍しいオオタカのつがいが、森に生

息しているというニユースを海外発信のネタと
しても活用することで、万博公園の自然管理の
レベルの高さ、豊かさの発信につなげる。

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  42



公園全体外周 。公園東エリア
注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  43

■現在の課題

①平日の集客が少ない

l②スポーツを切り口に、地戦の課題にアプローチする方法は、
未だ検討の余地がある

■調査。ヒアリングからの考察    ※トライアスロンヒアリング調整中

◎スポーツは、過疎や健康増進といつた「地域の課題解決」への

アプローチの切り回となる。

◎住民の手で、住民主導のスポーツクラブチームを作り運営すること

で地戦の交流や活性化などにも貢献することが 期待できる。
◎スポーツを切り口にすると、ハード面のみお金をかけて整備する

場合が多いが、ソフト面の拡充まで考えていることはほとんどない。

参考)新潟県十日町市 サッカープログラム
2015年越後妻有大地の芸術祭にて、サッカープログラムを行う予定。
将来的にはサッカーチームを結成し、スポーツを定住のためのソフトとして考えている。

農業 (棚田)で一定のサラリーを得て、他の時間は趣味で大好きなサッカーをする→ワーキング
シェアで新しい暮らし方の提案を行う。スポーツを通じて、過疎という「地域の課題を解決」す

※ヒアリング調査
・サッカークラブA氏/大阪府サッカー協会B氏/スポーツメーカーC氏

長期的な視点のビジヨンを持ち、

■ 魅力強化策

トライアスロンを中核とした高級スポーツサロンを誘致 スポーツを通じた大阪の新たな社交場として発信

トライアスロンを中核とした

高級スポーツサロンの誘致

■ 広報発信プラン
スポーツを通じて地域を活性化する人材の育成

※トライアスロン ヒアリング調整中

まずは、地域の課題を明確化し、スポーツを通じて、地域
課題にどのようにアプローチできるのか、
ゴールとビジヨンを明確化する。
その上で、地馘住民が主導となり、クラブチームの指導や

イベントを活発に行い、スポーツを通じて人材育成、教育
への貢献を目指す。

※トライアスロン ヒアリング調整中



エクストリームスポーツの誘致

■現在の課題

①平日の利用が少ない

②老朽化が進んでおり大規模な補修・改修が必要

③スポーツや文化の発信力の高い公園を目指すためには、

独自性、話題性の高いコンテンツが必要

魅力強化策

宿泊施設併設型のスケートパーク

天候に左右されずに大会や練習を行うことができる
「屋内施設」も完備したスケートパークを設置。

世界的なX―Gamesの中心拠点としてのブランディングを目
指す。
メヾ―ク内の建築物の一部には廃材を使用することで、環境

負荷を最小限に抑えた施設を作る。

また、地域住民を雇用することで、地域貢献と施設の収益

性を両立させる。

■調査。ヒアリングからの考察

◎X― Gamesの中核拠点となり、国内外からの集客を見込む

ためには、施設としてレベルの高いものを設置することが重要。

◎「宿泊施設併設型」のスケートパークは国内外でも需要が高い。

◎ X―Gamesは青少年への教育とも絡めて展開可能。

◎エクストリームスポーツは、音楽やファッシヨンとの親和性が

高く、文化発信力が高い。
参考)Camp Woodward Skate Park
アメリカの宿泊施設併設型スケートパーク。屋内、屋外には様々なフィールドコースの他、

乗馬や川遊びなどのアクテイビティ設備を整備している。

宿泊施設併設型なので、大きな大会や合宿を開催でき強い集客力を持つている。

周辺地域の住民に重要なl重力き回を提供する役日、観光客と村の人とつなぎ役割を果たしている。

※ヒアリング調査
・スケートパーク経営 A氏

●

T●  ・

関西随―イケてるエクストリームスポーツの“聖地"としての機能を付加

音楽やファッションブランドとのコラボレーションイベント ■ 広報発信プラン

エクストリームスポーツと親和性の高い音楽のライブや
ファッシヨンブランドのフアツシヨンシヨーなどと組み合
わせ、各界からの注目度の高いイベントを開催する。

地元の学校と連携した青少年プログラム

地元の小中高等学校と連携し、体育の授業やクラブ活動、
放課後にX―Gamesを行うプログラムを実施する。
日本のX― Gamesの トツプ選手を育てるとともに、
X― Gamesを通じて、青少年と大人の交流を促進したり、
青少年の非行防止につなげる。

0日本初のX― Games公式大会を開催

国際大会が行える施設を整備し、海外で

は極めて人気の高いX― Gamesの公式大
会を開催することで、話題化を図る。

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  44



駅前周辺エリア

■現在の課題

①公園へのゲートウエイである駅前が現在は駐車場が中心で

殺伐としており万博記念公園に到着した感動を与える

お持て成しが提供できていない

②待ち合わせ・公園散策後の一服で利用できるカフェや

レストランなどアイドルタイムを過ごす場所がない

■調査。ヒアリングからの考察

◎

◎ 現在の総合案内所をカフェ兼ビジターセンター/も しくは前述

の宿泊施設のチエツクインカウンターとしての活用を検討

※ヒアリング調整中

※ヒアリング調査
・ディベロッパーA氏/スポーツ関連ブランドB氏

◎

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  45

■ 魅力強化策
ナチュラルでヘルシーなライフスタイルを提案するスポーツ関連プランドの旗艦店他誘致

総合案内所→カフェお ぴビジタ ―センターヘ ■ 広報発信プラン

豊かな公園体験のゲートウエイに相応しいお持て成し機能
を強化。総合案内所を公園体験のワクワク感を体現できる
ようデザインリノベーシヨンを図る。中には常にヒトが集
い賑わいのあるカフェを兼ねたビジターセンターを設立

※ヒアリング調整中



パークレンジヤー

■現在の課題

①公国内での顔が見えず、公園としてのホスピタリティが足りない

②公国内の植生のインデックス機能がないため来国者はよほどの

経験者でないかぎり森林を鑑賞する視点を持ち合わせていない

③卓越した技術をもつ森づくりのプ回の価値が一般に伝わつて

いない

■調査。ヒアリングからの考察

◎地功其生も大切だがプ回はプロとしての仕事を高い位置に掲 (ザ

ることがその職業の地位をつくり優秀な人材の確保につながる

→質の高い森管理の維持、ボランテイアの参加意欲刺激に繋がる

◎森づくりを介して人間性を取り戻すことを実感してもらえるよう

なプログラムを準備し企業が研修などで利用しやすい枠組みを準備

セントラルパーク

①担当者同士が切磋琢磨するシナジー効果により、レベルの高い管理が維持で

きる。②担当者が地域住民と顔なじみとなり、住民の公園への愛着度を高めて

いる。

※ヒアリング調査
・コミユニテイ運営A氏/NPO団体B氏 。有馬富士公園/泉佐野丘陵緑地公園

魅力強化策

万博記念公国の森づくりのプロが森と人とを結び公国のホスピタリティーを担う、パークスカウト機能の導入

職能ごとに階層を設ける

パーク

ジュニア

万博記念公園出身者が

国 。世界で活躍することが

万博記念公園の森づくりを

神話化させる

を回復する仕事として

森づくりをテーマとした

企業研修などを実施

エリア制の導入

担当エリアを明確に分けることにより、森に対する当事者意
識、森づくり対する責任感と誇りを醸成

デザインユニフォーム開発

森づくりのプロが誇りを持つて仕事に励み、またその仕事が
カッコイイ仕事として映えるようなスタッフユニフォームや
パークスカウトの回ゴを開発

プランドブック開発

森づくりに関わる人間一人一人が高い志を掲げ同じ方向を

向いて仕事に取り組み仕事の質を高めていくための憲章・行

動規範を作成

キャリアアッププログラム

■ 広報発信プラン

0パークレンジヤーのホスピタリテイスキルをと
ことん磨き、来園者が実際にそのホスピタリティ
を体験していただくことが次のリピート・回コミ

を呼ぶ

0パークレンジヤーの仕事をドキュメンタリーや
番組に取り上げてもらえるべく戦略的に広報を仕

掛けていく

注:現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です  46

都心近郊の藤林セラピー

Key Program

造園 。植栽管理のプロ
公園の森

′〈―ク
レンジャー

学生 。他公園からの

造園・植生管理の研修生

地域住民 。ボランティア

企業研修

レイヤー3

レイヤー 2

レイヤー 1

ホスピタリティ研修など人材育成体制の導入



交流と創造 (プログラムの提供)(案 )
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■プログラム提供の方向性

○利用者が簡単に体験することが出来るプログラム。家族連れ、母親向け、子ども向けメ

ニユーの充実。

Oプロク
｀
ラム提供拠点の整備。

①多様な主体 (府民、事業者、企業、NPOな ど)が利用者にプログラムを提供。

・海外旅行者も楽しむことが出来るプログラム。

・生活習慣と関連するプログラム。

・平日に提供できるプログラム。

O多様な主体がプログラムを提供するため、支援機能 (コーディネーター)を設看L。

・人材育成、マッチング
｀
、プログラム開発サポート、広報支援、共同イベントのコーデイ

ネートなど。

ド  ド
二．．．．”・・”・二中̈

ｒ
ｇ

.,  :f

= :

ド

■プログラム提供団体へのサポート機能

多様な主体が園内で利用者に対してプログラムを提供するためには、行政と団体の間でコーディネーションを行う1幾能が隊要。

ボランティア・NPOへの活動についての助言、教育プログラムの開発・提供、企業とポランティアのマッチング、プログラムの
開発支援などの専門知識を持った人材がこれにあたる財要がある。

「万博記念公園パークスカウト」(仮 )
府民′・υlig極的に万障記念公園を活用していくためのサホート組詩

了:χ吉フロクラム・人十1マ ッチング・フロクラム開発サホート

広報寺
~E后
交拶などを行う

企業や教育機関とのマッチンウ機能も昇_た しスホンサートの指得

芋ット育機関や民間企業に対しての人材の提供などの十日互支提を行う

プロクラム協貢

― ブログラム
人|オマッチンク

春の泉 約3000浦泉、石積の

砦、洞窟。

森の舞合 直径42mの 円形

芝生広場

O芸術作品の展示会

O企業の新商品体験 (福祉器

具など)

民間企幸

【段階的構築】

○短期

・既存活動の充実

・委託によるボランティア育成

○中期

,事業者の
ノム`募

・コーディネーターの確保

○長期

・組織化

・プログラムの質の向上

1 1_

岸専門性のサホート

敦百や研究などの

実磯の得の提供

荻百i豊関

市民NPO団体等の活動・交流拠点としての「万博記念公国パークスカウトハウス」の設立ゝ

O目 膵閉字
~子
習閑を活用し、府民団 F「の活動のサーヒスステーシヨンとして整 l篤

O各種府民団膵の結成や団体間での交流をlナ早したり、団体、運自の相談に乗る人村を配置し、

多加したしW国人と受け容租団膵の沖介など醤iこサービスを提供できるサホート膵制を整える

Oフ ロクラムコーディネーターや公園インターフリ4卜表1遍訳ポラツティアガイドなどの人村

を吉功 (参考事列 :東京ガス 旱崎エネルギー能)地
ONPO団 体とも運Jξし、自 (生産から加工まで′ォ体戦)、 耳靖、緑1也百理、自然オl♀なと

様々なテーマでのフログラムを開発し実十也

Ottlttl活 性イし事業内の英語付、海道郎等周i二施設との運攪フロクラムの受け入れ先としての機能
三]

Oいずれはハークスカウトハウス自膵が府民によつて運宙されていくことをめざ」
とF〕

府民・NPO・団体などは教授したサービスを公国内で実施する様々な活動を通じ公回運営にe加・還元

延床面積 生′810浦

・生命の樹および「地底の太

陽」を再生。

延床面積 1,413席

・心字池、築山など良好な景

観。

学習館

延床面積 623ポ

空中観察路(300m X l.2m、

H=3～ 5m)

O森の再生、生物の保全活

動講習

○家族 (子ども)向 け観察・体

験会

Oナイトツアー

O事業者の公募

Oボランティアとの協働

r ri

敷地面積 1,166ド

建築面積 192ポ

・「里の景観」の中核施設。

Oミニイベント

O詩習会 (撮影・絵画など)

O公園植物の利用 (つばき油、

お月見、よもぎ餅など)

Oプログラム提供者の募集

◎音響設備など付加

敷地面積300浦

薪ボイラーとスターリング

エンジンによる給湯と発電。

定員(建屋内6名、外湯9名 )

O季節の足湯

O資源循環の解説

O森の育成PR

上の広場 7,700浦

下の広拐 8,000浦

東の広場 37200席

もみじ〕II広場

O大規模イベント

Oコンサート

〇健康 (ヨガ、スロージョギン

グ等)

O新たな緑の使い方 (ピクニッ

ク教室等)

Oプログラム提供者の募集

◎設備配管配管など

55,000日百

外周道路 (自転車道)

○トライアスロンの(自転車&

マラソ ン)トレーニング支

援。

～
・
ｈ

ｉ

■

１

　

．
・　

　

，

○太陽の塔 (および博覧会遺

産)のガイドツアー

〇芸術作品の展示

○ボランティア養成

◎耐震改修、展示物の再生

O和食 (薬膳)提供
「園芸文化の発信」において

詳述

O書道、舞、着付けのミ
ニ体験

O事業者の公募

◎座敷、厨房用配管の設置

日本庭園中央体融所 (虔の拠点)

70パビウオン

§

●

録
日本民芸館

●e

よ軍養ニ

義あ鰍

坤

Oシンボル

O日本庭園
日本の食、文イしを体験

童文学館
●

P,  _ef

:百
!irl工

~,■

ゾーン

O駅前周辺地区の整備

IO南側リーン活性化事業との連携

|

ボランティア

太陽の塔

(シンボルプーン)

日本庭園中央休憩所

(心字池周辺〕

自然観察学習館春の泉・森の舞台 芝生広場森の足湯水車茶屋

(茶鯉周辺)

陸上競技場

(外周道路)

ポテンシヤルおよび

諸元

提供プログラム(案 ,

プログラムの提供

手法t案〕

O事業者の公募 O事業者の公募 O事業者の誘致
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19,避具(わくわく池の冒険ひわばと
ヽ

17〕春の皐

5〕予ユーリップい花田_曽内凶

15〕 つばきい轟

1

19〕 ピオトー芝池 _

田血嗜』也

11,y,―ド

神

10

B〕生産D森蛍朋誕雪廷 _

日

1〕梅帯

r

4'蔦の足澪

●
　
　
撻

■

〒―マ庭回および拠点

駐車場

埋動施設(公り施設〕

賃貸借を行つている場所
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交議と創造 (テーマ庭口0管理と活用 )(案 }

3)茶摘みの里

計画当初より節「11廷御的「里り

無 J在 森嘔するたtr」
「
=整 営
され

た_

近年、樹鋒劣化が敵しくなり、日2

5工度より3カ年呂1巨モ土颯醜
虫 醜千占在安胞

+句
g g80ド

ヤブキ●各柚拉}
ギ了内最大搬げン挙l則である。

4)森の足湯 5)チ ュー リップの花

固

6〕ケヤキめ丘1)梅 4ホ

万・1ヨ 持I=.Лナ′,Tモント
lJオーサィ P′

'ンェア・コータリータ予ゴけ♀」〕I可 にユV世キ

もか則から晋職ユ札た′〔ラ舟モト十
~子
してし`毛Ⅲ

併+地音習に伴い1年 出されも木コバイ耳
マスmi〒対浄IΠ]と 日鮮iに「指ll市 昆bつ諄

J〈りJとしてH17-H22年 lrlこ れHJ f串
ギイラー、■ターリンタ

‐
エコデンと,芝用したコ子

ェネ■入予上を
=と
主離「

卜19年駐注年、俸齢在利用L士足鴻こ田

設レ年間Pa,aC,色 ∴田和1〒]苫岳苺′ヽi誼
泄.

計画当前「士芝生庫瑞 であつた

由モ
“平成
に入り、新たな花n見所

七して豊情

子ューIJ)ブ上ひ言怜りの時期は■

(ω 柔 コ・占 翌 F二ぎ わ う工 IJアⅢ

より、芝生底場モ望む映

桂体強入A―只Ⅲして豊

約 ヨ700ド

ケギキい並ホ

つP(メガン、ア式IJア、ゴJ式ット
"渕

!

L

掏 E愚 8ロ ド碍化咀に、1拘 品機、杓 4 FUu

‡的Jtラが謳議きサ■れ〔

市塙市電
"r」
'む
しヽきい希′と`島蓮が多いた

すJ.』も担罠存が暉
=で
品i.

アイJ留ンュ
=え
卜.〕ウン,ライヤー.アンネ

Drfテ、ゴリーンローズ寺

設計思想

措元

〔面積、主

要品種・ホ
数)

E巴和 58年度より品穫強世
界―を目指して静土士を聞

措中平虚
'0〒
lrから1予約研

魂虫ⅢⅢノ悩力0元 2側 品種■
菅彙凸ⅢJた b〈、固地硝1品ドⅢF‐Tヽ

工に毛IIえ .PPV■ 症により
苗顧在と批=I見在に至為」

約 S1300 rftT)コ地に128品

地結う〕嘲本を柱盤

占乞〔買、ぷ重薯位、道主Π

翌、吾軸・月V、 書日コF、 善

となど

2)ホ車業屋 1竹林

計画当初より「里D_景 14担l点と

ヒで整歯“
万 1暉聞 1ヽに 1■前尋都市近却仰凪

村口_「 をモ手―引こ、屋事鳳
",F櫻所、ホ車常農車い富とイ界

一サ印

敏地山将1ド 1心 ド
豊革面柄 192 Hf

肥葡 48年に導翠されたホ車
tE目下日28年 1常虚〕」1設巴されて
し`るレ

拙 4i□ a□「ド

暮 :干且―リップ 23品槙
'108B球

軍′ひまわ弓22品理 10.999本

賞定〔キ子 'こ 予〕̀れ 花、構三咎丸 景

引、話肥.たホi″ヽコ滸中、主工l、 里阜1有

掃、醇百1散布、など

星渤施津

向渇定HS名
デ1渇定員 ヨ名

薪ポイラー、スターザンゲエン)・ン

円POね 管`理運営hスターリンダエンしぢよ

円PO樹 洵`断有 '管理 ,
年間 150日 程吉r〕‡車工l.

発電‖犀渇ω照明等IE利用
=

先行事視として、l犀外D判係者虫下
I』壇省醒lttLJ〕観嘉が多い“

NPOざ博 ンティ7を募集して管
理

脚l込.昧革蜘F、 刈込、R♀〔牟、商理、穣
ホ、拍_早

怖杵Iま NPOざ曽理〔間懺 ⅢⅢ
ノヨ握り専ど〕

直部持「よ車刊、判定ざ定M的
になさ十してぃる。

工J込 .剪 定.〕拿革`他 I巴、翠料、

たホ

品租い年全

二卓①謙良

管理内容

課題 予ユーリソプ、ひまわり「〕崎期Iホ兼

国著事いが、そa lttn時難!ユ緊

拉.

周囲の高不hVほホが許直してい
るため、襲望南中罪く、柔り利用され

ていないデゥトえヽ―スとなってしヽ

もぃ

釧振
"破
損も多いれ

土颯0勢 fし、柚無様0軒化 千1用言多く、平
~;ポ
イラー硼遇到慎厠

lf携き、亜新11必要.

足渇建屋等の更新必堅山

5月に「ローズコェスタlm任審れるぃ「手ューリップフエえ,」「ひまわり7
ェスタJ空開ド
・民ニコンサート

・近接するJ]フェでスバンャJレメニ

ューを販売

無 ヒ
行事

日辺引ホによる日照下里Ⅲ
柔囲若ゴ〕載加二よる二青圧障

害。
PttVの見圧

冬手げ〕♂ナ茉官事く、通年め

螂殉向上
`

2月 r二「術市つり」が聞軽され

ると

離京●底党をイメージした設計

であるねて、腰り彩郎PJ,■く、岡田

い刺本が圧迫し、

"々
陰諄をイ

メージとな・コてしヽもf

梅ま
-3り
、英摘み悴駿等の脚帝

と士‐E}て い引よ迪`、自脚観嘉D
集合4黒やダJレープでしつ業国

『
〕疇⑭集合場計としてい利用も

多い,

5月 に「革描み体験」おく写日催され

番il

四手に合わせナ_コ藁車温ぷ人気

芝生庄場を望む陥望を生お'.した休

む場所

1可来ビンョンンン声トメーンliおいて牲計
目標智t ウメの樹下ゼ苑見ドできる空

間づくりと演出

農宗づ〕魯らLと菓じみな由ても融

える坐ば〕メーンの拠点に,}さ十J

しい景猥導くりと演出

は帯に霞声れた花り腰希固
=

体題スポットや隣懐するメく―

'力コェと一体的に利用できる空間づ

くり甲
ユ華ω壱憔畳ぬ桂計れ

ホ貸,fイオマえ利用「)嘗 Jと柿赳とし

て、更tるコ1活用い施大」

曹性有H帯ボイラーい導入

建屋琴ω改装

強魔のメJ込、周辺烹臣ホω敵芝二、

剪定等き)Tい、眺望を回複すも,

併せて屋F員つき休毯施設り整輔と

齢些『
)醜棒を行し`、申!用産い高い

体感場所事再現す色

対応手段 ウメとサウラが混在す尋梅林

環境[改善じ1面的に梅い
岡載覧C丸実する国咄づくり

ウメJ〕開花期以夕ヽでも四季

を通して秦しbⅢる匿地
‐すくり

品種ゴ〕増れE

岡田『〕椿子車61)下枝除去.

L=托け々により、革や滝ヽさと漕

出す&
苗風具等の蟄重により風ま田雰

囲気を出す山

お ω 叡由(広コくる茶畑の異

担再生

推ユ田の上1連改良及Lぐ龍 1写業騨 ヨンラン・ドトアーンにおいて輪討

四孝イバント

周 辺 ら手ュ中リ
『
メ布

国ω見通じを確保

盤賞機冑七に加え、チューリザ了も'メ
花日を使う空間い濯出

スヽシャメレ井ニュー提イ共するプ

ロダラム

浄卦り来口若名姜加できる韓拘

F川猾イヽ ント

足鶏⑪利用

′甘イオマスげ〕先送拘活用事憫

7〕平和のバラ国

ミニコンサート

Fユ時ω耳与占開店
●メtr〕実.梅国連製品jう諏
売

体思

熊拘ユェ櫛市つり等6つ拠点
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設計思想

結元
〔面積叱主

要昂種・ホ

数〕

管I早内容

課題

行事

10'も弟し渓g,生産ωtt i籟集の森 9'自然観黎学習館

紅帯_引 を中心IEtri明 るい悟1林地とR

答在イメーすL'とホヱtギ配置された目錦

報解呵塙所

自嵩ip略年習飩、Vラードと一】中樹 Iキ

強

自能硯要学習離げ〕ギヨン〒イアによる暫
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II｀ち
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記意して報■ ,

白博工志11□新BATB｀'ユ M4E言 〔卜1
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1高く、樺確角f絶え■い
=
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えを粒乱 1

軍花ざメインのた的両ホによこ土壌龍共

山:等 LⅢい.
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設計思想
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設計思想

対応手段
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外周道路沿いの緑地の運営方針 (案 )
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国内移動手段の確保 (案 )
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Ш.公園運営手法について

Ⅱ …1 海 夕1事例 紹 介  (三ューヨークの公園運営手法視察の報告 )

Ⅱ-2 万博記念公園運営体制(案 )
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Ⅱ-1 海外事例紹介 (ニユーヨークの公園運営手法視察の報告 )



Ⅱ-1-a.公園運営の】犬況と体制 :ニユーヨーク市公園局ヒアリング

■公園管理の状況
・ニューヨーク市の約2000の公園運営は、運営主体の違いによつて3層構造に分かれて
いる。 (下図参照 )
。民間完全包括管理・民間部分管理型の公園は5公園ずつと、少数であるが、今後は民

間完全包括管理型が増えることを市は望んでいる。
・ NPO団体等との契約内容は、各公園の状況に合わせて決めている。
・公園局としては5年ほど前から公園のブランディングを行つており、回ゴマークやサ

インの統一などの取組を始めている。

民間完全包括管理型

5公園

民間部分管理型

5公園

公共直営型

その他2000公園程度

ニューヨーク市の

合計2000程度の公園

【民間完全包括管理型】
・主にコンサーバンシー (保護機構)と呼ばれるNPO
団体等がすべての管理運営を行つている公園
・予算の確保も税金に頼らず自ら行う
。5公園に対し5団体が参画
(セントラルパーク、ブライアントパーク、ハイライン、
マデイソンスクエアパーク、ランドールズパーク)

【民間部分管理型】
・ NPO団体等が限定的な裁量のもと管理運営を
行つている公園
・ 5公園に対し16団体が参画

【公共直営型】
・市が直営で管理運営している公園
・ボランテイア等が部分的に管理運営に参画
・その他2000あまりの公園
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■公園プロジエクト実施体制
。NPO団体等を育成するための体制を整えている。 (下図参照 )
・ニューヨーク市と、自ら資金を集めるフアンドが共同でプロジエクトを実施し、

公園利用者へのプログラムを行うとともに、NPO団体の育成や新たな活動団体の
発掘等を750以上の公園で行つている。

資金

提供

資金やノウハウを提供

hips for Parks
ニューヨークシティパークスとシテイパークスファンデーシヨンによる

革新的なプログラムを提供するプロジエクト

Partners

協働し運営主体として育てる

維持修繕、イベント実施、資金集め等

NPO等の団体
公園での活動団体

将来的に民間完全包括管理を行えるようになること

が望まれている

イベント等
プログラムの実施

イベント等プログラ

ムの実施

新たな活動団体の発

掘

City Parks

Foundation(NPO)
スポーツ、教育、アートなどへの

ファンド

New York City
Parks
ニューヨーク市

公園利用者



Ⅱ-1-b.セ ントラルパーク運営手法 :セントラルパークコンサーバンシーヒアリング

■公園運営スキーム
。NYで最初のプライベートな公園運営組織として、セントラルパークコンサーバンシーが、公園の質
を向上させたいという考えのもと活動している。
・緑を最優先する、自分たちの哲学に則り活動している。
・メンバーシップヘのサービスは充分用意するが、要望を受けることはそれほどない。
・昔は市が直営で運営していたが、市の力が下がるとともにNPOへ役割が移行し、現在では完全にコ
サーバンシーが運営を行つている。
・公国内のエリアを49に分けて、それぞれに担当がつき日々の管理を行つている。

密なコミユ 間予算の25%が市税だが、財源は国内
ケーシヨンによ

り関係を構築
事業者とスポンサーからとなつている 料任目一

Centrat Park
Conservancy
(NPO)

事業者選定

時に関与

(許認可権は市 )

時に関与

年間予算の75%をメンバーシッ
プから集めている

スポンサー料

公園の運営管理

様々なサービスの提供
メンバーシツプの更な
る募集

凡例

資金の流れ :

団体の関係 :

ニ ュー ヨー

国内事業者
(コ ンセッシヨン)
・ レストラン、売店等

スポンサーシツプ
・イベントスポンサー
・ゴミ箱等設備設置

利用者/住民 :メ ンバーシツプ
・ほぼ徒歩10分範囲の35万人より
・特典内容により$50～ S2,500の
メンバーシツプがある

→
→

注 :現時点ではあくまでも今後検討をすすめて行くための活性化方策案です

■年間予算概要
・ 2013年実績
・年間収入は約57億円

市からの補助

金 (財源は園

内事業者の賃

料や、スポン

サー料)25%

■運営体系

■公園管理内容に対する評価方法
・市公園管理局の承認
・パブリック・レビュー (公的審査会)の義務付け
・市、周辺地サ、民間企業及び慈善団体等で構成される受託委員会に

より、公園利用者や周辺地功コミユニテイからの意見を求める
。計画案を、コミユニテイ・ボード、ランドマーク保存委員会及び芸

術委員会などにも提出し、地域住民からなる諮問委員会とともにプ
ログラムの企画実施に当たる

設計、デザイン、建設CEO

園芸、施設メンテナンス、運営

利用者サービス

総務

財務 。経理

女性委員会
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Ⅱ-1-c.ブライアントパーク運営手法 :ブライアントパークコーポレーシヨンヒアリング

■公園運営スキーム
・ブライアントパークコーポレーションは多様な方面から資金調達を行つており、独立採算で公園を運営し

ている。
・コンセッシヨンのコントロールもブライアントパークコーポレーシヨンが行つている。

・予算に対するスポンサーシツプの影響が大きいが、公園の運営方針に合わないスポンサーは断ることもあ

る。事前に方針を共有し、方針に合意の上で契約している。
・寄付はあえて受け取らず、ボランテイアの協力も受けず、運営している。

■年間予算概要
・2012年実績
。年間収入は約9億円

■運営体制
お互いのイベン

ト実施に関して

相談

公園の

様々なサービスの

Bryant Park
Corporation
(NPO)

税金としてBID税金が市から

繰入れられる

賃料

選定

賃料

サー料

I__

利用料

利用 ロ

凡例

資金の流れ :

団体の関係 :

→
→

※BIDと は
,Business lmprovement

Dtttnctsの 略
・地理的に区画された地区におしヽて、

不動産所有者や事業者から徴収され
る負担金により、その地区の維持管
理、開発、プロモーシヨン等を行う

制度利用者/住民

ニ ュー ヨー

賃料収入
・レストラン等

園内事業者

(コ ンセツシヨン)
・ショップや売店等

スポンサーシツプ
・設備にロゴを入れる等
・ 「全体運営」と「イベント

実施」への方法がある

公園利用料金

BID
・昔からの地主が多い
。BPCの活動に理解がある

“

H

Bryant Park Corporation
理事会

Brya a

Management
Corporation

総務 (情報システム、運営代行、受付調査 )
エグゼクティブ
ディレクター
/プレジデント

デザイン (都市、グラフイツク、建築 )

経理、財務

セキユリテイ運営

来園者サービス (イベント、デジタルメディ

ア、公文書保管、特別イベント、旅行者・利

用者サービス)

投資計画 (電気技師、メンテナンス、国芸 )

同一の人もいる
BID税金

59
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Ⅱ-2 万博記念公園運営体制(案 )
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Ⅱ-1-a.運営体制の比較

想定される運営体制として、直営、地方独立行政法人、指定管理者制度に関して、比較検討を行つた。

■公園の運営体

指定管理者制度(長期)
地方独立行政法人
(一般地方独立行政法人)

直営

株式会社などの営利企業、財団法人、NPO法人、市民

グループなどの団体がれ運営を包括的に代行する制

度。

地方独立行政法人が当該施設を自治体から出資を受

けて管理する制度。施設の設置や管理は法人が自ら

行う。整備と運営を同一事業者が行うため、ソフ

ト・ハードが連携した事業展開が可能。

地方自治体が自ら公園を運営する体制。部分的に民

間事業者へ業務の委託を行いながら運営を行う。

土地、施設、基金は府が所有。土地、施設、基金を法人が所有。財産 土地、施設、基金は府が所有。

長期的な事業展開、設備投資が可能。事
府が執行する。法人が行う。への土地
府が行う。

従来方式による設計と施工の分
~離

発注のため、一括

実施と比べるとコスト増となる可能性がある。

法人が行う。

従来方式による設計と施工の分離発注のため、一括

実施と比べるとコスト増となる可能性がある。
改修・整備

府が行う。

従来方式による設計と施工の分離発注のため、一括

実施と比べるとコスト増となる可能性がある。

民が行う。

民間による長期の運営により、効率化が期待でき

る。

府が行う。

自治体自身が運営するため、事業の継続性は高い。
法人が行う。

長>胡安定的に運営できるため、事業の継続性は高
↓ゝ。

維持管理日運営

民間の裁量の範囲においては可能である。民間のノ

ウハウを導入した運営が可能。多彩なイベントや

サービスの提供が図られる。

独自の意思決定が可能となるため、新たなサービス

の提供など機動性・弾力性のある運営が可能とな

る。

公務員人事や官庁会計等の制約がある。

柔軟な運営体制の構築

・大阪府が直接指定管理者を指導監督・独法から民間事業者への業務委託が必要であり、

独法は中間的組織となる

効率性

。大阪府が直接委託事業者を指導監督

O直接的
・府で指定した園長など監督、助言者の任命が可能
・業務実績評価 (評価委員会)
・府の職員による指導監督
・府による利用者運営協議会の設置

O間接的
・理事長、監事の任命
・中期目標策定
。業務実績評価 (評価委員会)

○直接運営

概要

指導監督

・現行法令で可能

る業務を地方独法の業務対象として政令で定める必

要がある。
・法人の人員体制において、マネジメント能力のあ

る人材が求められる。

0万博記念公園に適用 るためには、本件に該当

で る。法で は

法令

・委託工事の発注は単年度の競争入札となるため、

ノウハウを蓄積した継続的な事業実施が困難。

仕様の設定と管理運営のモニタリング A目標設定と管理運営のモニタリング府の役割 全ての管理運営
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Ⅱ-1-b.全体スキーム (案)指 定管理者の組織体系、役割 (案)と公募の方法

■組織体系 (案 ) ■役割 (案 )

★ゼネラルディレ
クター

総務系

事業系

総務
★コーディネーシヨンデイレクター

経理
★アカウントデイレクター

BMP担 当
★ファンドデイレクター

営業
★プロモーシヨンデイレクター

事業企画
★オペレーシヨン&プログラムディレクター

施設管理
★フアシリテイデイレクター

パークレンジヤー
★ランドスケープディレクター

・総務業務全般

・大阪府との調整

・万博記念公園審議会との調整
。公園管理運営協議会の運営

・国内外事業者との調整

・予算会計全般
・管財

・ BMPと の調整

・営業推進活動
・近隣、県内、国内、海外への広報宣伝

・イベント等公園内プログラムの企画運営

・園内施設の運営

・施設管理
・施設整備
・インハウスデザイナーによるプロデユース

・ゾーンごとに専属パークレンジヤーを配置した緑地管理

・シエア・ジユニアパークレンジヤーの統括、育成

・ランドスケープデザイナーによるプロデユース

■公募の方法

全体スキームが成り立つためには指定管理者の役割が重要になる。よつて、これらの役割を十分に果たすことのできる指定管理者を選定するための公募の方

法として、以下の3条件が想定される。

1.上記組織体系と役割を指定管理者の応募要件とする。また、ゼネラルデイレクターと各担当デイレクターの実績を応募時の評価対象す
ることで、実効性の高い提案者と協定を結ぶことができる。

2ロ ゼネラルディレクターと同位に大阪府からの専門家の派遣を配置し、組織に対するガバナンスを効かせることで役割が果たせるよう総

合的なアドバイスを行う。

3日 3年程度でモニタリングを行い、その評価によつては契約を解除する条項を契約に記載することも検討。
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Ⅱ-1-c.全体スキーム (案 )

2020年の長期の際のスキームをめざし、現状の運営体制から、準備期間 (短期)、 助走期間 (中期)、 稼働期間 (長期)と変化していくこと
を想定し、期ごとの全体スキーム案を検討した。

準備期間 (短期)(～ 2017) 助走期間 (中期)(2018～ 2019) 稼 l重力〕羽F口](長〕羽) (2020～ 2030)

※BMP(Brand Management Partners)と は
・万博記念公園の運営資金の調達と万博記念公国のブランデイングを目的に組織体を形成し、万博記念公園BMPが運営のモニタリンク

｀
という形で公園運営に参画する仕組み案

・万博記念公園に関わることで、何らかのメリットを享受できる利害関係者とパークマネジメントやブランディングの専門家で構成されることを想定する
。利害関係者については、万博記念公園の運営を支援または関与しているという事実を当該団体の広報に活用する、或いは万博記念公国の持つ様々なコンテンツ (国内の風景画

像、施設、ロゴ等)を当該団体の各種商品等に活用する等、万博記念公園の持つ価値や資産を活用する代わりに、万博記念公園に何らかの対価 (資金、ノウハウ、人員等)を

提供する仕組み案
・万博記念公国BMPの支援により万博記念公国の価値が向上すれば、それを支援する万博記念公園BMP参カロ団体の価値も向上し、さらには来園者や府民の参加企業に対するロイ

ヤリテイが向上することが想定される。

凡例

資金の流れ :

団体の関係 :

→

万博記念公園審議会
・魅力部会
。緑部会

大阪府

国内外事

業者

。売店
・ レストラン
・一般事業者

利用者/周辺住民
近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者

大きな方針を審議

公園管理

受託会社

NPO等
活動団体

。NPO
・教育機関
・住民ボラン

テイア

利用者/周辺住民
近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者

万博記念公園審議会
・魅力部会
。緑部会

大阪府

国内外事

業者

。売店
。レストラン
。一般事業者

大きな方針を審議

運営モニタリング

公園管理運営

実施レベルの
アドバイス

指定管

理者

・パークレ
ンジャー

蜘
。施設管理

会社
・イベント

運営会社

シエア
パークレン
ジャー
ジュエア
パークレン
ジャー

近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者

利用者/周辺住民

万博記念公園審議会
・魅力部会
。緑部会

BMP
大阪府

国内外事

業者

。売店
・ レストラン
・一般事業者

大きな方針を審議

運営モニタリング

公園管理運

指定管理者
。パークレンジヤー (造園会社 )
。施設管理会社
。イベント運営会社

シエアパークレンジヤー

ジュエアパークレンジヤー
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万博記念公園審議会
・魅力部会
・緑部会

・公園運営資金として寄附
大阪府

園内外事業者
。売店
。レス トラン

・一般事業者

NPO等活動団体
・ NPO
・教育機関
。住民ボランテイア

公園管理受託会社
・造園会社
・施設管理会社
・イベント運営会社

利用者/周辺住民
近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者

※短期スキーム案詳細 (～ 2017)

を受け、事業者に賃借する

凡例

資金の流れ :

団体の関係 :

・サービスの提供

・大阪府からの諮間により、第三者の客観的な視点から、万博記念公園の将

来ビジヨン等に対し助言する

。大阪府がBMPを立ち上げるため、寄附をして
いただける企業・個人を募る

委託料

・サービスの提供

。NPO等活動団体と
して、大阪府と協同
で活動を行つており、
パークレジャーの前

身の活動を行う

・運営へのアドバイスを行える、寄

附のインセンティブとなるような

専門家を組織に組み入れる

・サービスの提供
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利用者/周辺住民
近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者

国内外事業者
。売店
・ レス トラン
・一般事業者

万博記念公園審議会

大阪府

※中期スキーム案詳細 (2018～ 2019)
剛

資金の流れ :

団体の関係 :

・寄附に値する運営をしているか

協議会をモニタリングし、専門

家からのアドバイスを行う

。万博記念公園のビ

ジヨン通り運営さ

れているかモニタ

リングしアドバイ

スする

。大阪府からの諮間により、第二者の客観的な視点から、万博記念

公園のありかたを評価する

・指定管
・協議会のモニタリ

ング

・指定管理契約

・公園管理運営協議会の運営
DBMPのアドバイスを受ける
。ジュニア・シエアパークレンジャー

と協働して管理

。公園運営資金として寄附

・運営へのアドバイスを行える、寄

附のインセンティブとなるような

専門家を組織に組み入れる

公園管理運営協議会

・ BMPのアドバイスを受ける
。複数団体を組織化しシエアパークレ

ンジャー、ジュニアパークレン

ジャーとして活動する

シエアパークレンジヤー
。学生、他公園からの造園・植生管理の研修生

ジュエアパークレンジヤー
。地域住民 。ボランテイア 。企業研修

賃料
・賃料を支払い、事業を行う

。BMPの アドバイスを受ける

指定管理者
・パークレンジヤー :造園植栽管理のプロ
・施設管理会社
・イベント運営会社

・サービスの提供
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万博記念公園審議会

大阪府

。公園運営資金として寄附

・賃料

。大阪府からの諮間により、第二者の客観的な視点から、万博記念

公園のありかたを評価する

・協議会のモニタリング

国内外事業者
・売店
。レス トラン
。一般事業者

近隣住民、大阪府民、国内旅行者、海外旅行者
利用者/周辺住民

※長期スキーム案詳細 (2020～ 2030)
剛

資金の流れ :

団体の関係 :

→
→

。万博記念公園のビ

ジヨン通り運営さ

れているかモニタ

リングしアドバイ

スする

・指定

公園管理運営協議会
。指定管理契約

・公園管理運営協議会の運営 ・賃料を支払い、事業を行う

指定管理者
・パークレンジヤー :造園植栽管理のプロ
。施設管理会社
・イベント運営会社

・ジュニア 。シエアパークレンジヤーの統括と育成

シエアメヾ―クレンジヤー
。学生、他公園からの造園・植生管理の研修生

ジュエアパークレンジヤー
・地域住民 。ボランテイア・企業研修

・サービスの提供
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※各組織の体制と役害J:指定管理者(万博記念公園モデル)
短期、中期、長期のスキームに対し、それぞれの関係団体がどういつた役割を分担し、どのような体制で運営される必要がある

のかを検討した。万博記念公園審議会、大阪府、指定管理者、パークレンジヤー、BMP、 事業者に関し、役割と体制 (案 )を対象
とし検討した。

【指定管理者】

‐~‐■
「
~~~‐ 中――い‐‐‐

中

期

・指定管理事業として利用者/周辺住民へのサービ

ス提供
・公園管理運営協議会の運営
・協議会を通しBMPの アドバイスを受ける
■パークレンジヤーの役割としては、ジユニア・

シエアパークレンジヤーと協働して管理

・指定管理事業として利用者/周辺住民へのサービ

ス提供
・公園管理運営協議会の運営

■パークレンジヤーの役害Jと して、ジユエア・シ
エアパークレンジヤーの統括と育成

短

期

万博記念公園審議会

・大阪府からの諮間により、第三者の

客観的な視点から、万博記念公園の

将来ビジヨン等に対し助言する

・一般的な管理運営業務を公園管理委

託会社に発注する
・大阪府が BMPを立ち上げるため、
寄附をしていただける企業を募る
・既存の活動しているNPO等 の団体
と共同で事業を行う
・賃料を受け事業者に土地を賃借する

・協議会のモニタリング

(指定管理契約、NPO共 同事業、
賃料を受け事業者に賃借 )

・ BMPか ら寄附を受け運用

・協議会のモニタリング

(指定管理契約、賃料を受け事業者
に賃借 )

・ BMPか ら寄附を受け運用

【大阪府】

長

期

・大阪府からの諮間により、第三者の

客観的な視点から、万博記念公園の

ありかたを評価する
・万博記念公園のビジヨン通り運営さ

れているか協議会をモニタリングし

アドバイスする

・大阪府からの諮間により、第三者の

客観的な視点から、万博記念公園の

ありかたを評価する
。万博記念公園のビジヨン通り運営さ

れているか協議会をモニタリングし

アドバイスする
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短

期

中

期

長

期

【ジユエア・シエア
パークレンジヤー】

・NPO等活動団体として、大阪府と協同で
活動を行つており、パークレンジヤーの

前身の活動を行う

・ BMPのアドバイスを受ける
・複数団体を組織化しシエアパークレン
ジャー、ジュニアパークレンジヤーとし
て活動する

・パークレンジヤーの統括のもと、様々な

公園管理活動を実施する

・大阪府から賃賞借契約により事業を行う

・大阪府から賃賞借契約により事業を行う
・協議会を通しBMPのアドバイスを受ける

・大阪府から賃賞借契約により事業を行う

【国内外事業者

(土地賃倍)】

・大阪府によつて組織化される
。運営へのアドバイスを行える、寄附のイ
ンセンテイブとなるような専門家を組織
に組み入れる

・寄附に値する運営をしているか協議会を
モニタリングし、専門家からのアドバイ
スを行う
・公園運営資金として寄附
・運営へのアドバイスを行える、寄附のイ
ンセンテイブとなるような専門家を組織
に組み入れる

・公園運営資金として寄附

【BMP】
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2015 20172016

短期計画

事業計画

目標来場者数 200万人    210万人    220万人    230万人    240万人    300万人

第二段階
20%

350万人 400万人

第三段階
50%

事業者への

賃借状況

実施イベント・

整備計画

Ｏ

●

・イベント
・整備

運営体制

公園ブランデイング
の方針

利益を積み立て

直営

ハード整備を中心とした
ブランデイング

第一段階

誘致地域のうち 10%
程度賃借

指定管理者制度

ソフト施策を中心と
したブランデイング

○
万
博
６
０
周
年
記
念

●
万
博
６
０
周
年
記
念
整
備

○
万
博
５
５
周
年
記
念

●
万
博
５
５
周
年
記
念
整
備

０
万
博
５
０
周
年
記
念
整
備

Ｏ
指
定
管
理
者
制
度
開
始

○
太
陽
の
塔
内
部
公
開

Ｏ
太
陽
の
塔
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
了

●
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
化
整
備

増加した収入分を魅力づくり用

経費として投資、積立分を使用して

周年記念イベントヘ集中投資

利益を積み立て

指定管理者制度

(万博記念公園モデルの確立 )

持続的なブランドの維持

20192018 2021～2020 2031～

中期計画 長期計画

12億投資
(府の予算)

50周年イベントに向けて
魅力作りに集中投資

○
万
博
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト


